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4
ン
チ
ー
の
組
合
祉
會

主
義
論

ペ
ン
チ
ー
の
組
合
杜
會
主
義
論

策

九
巻

〔第

一
號

一
一
一〇

)

一
二
〇

河

「
田

嗣

郎

[

ベ

ン
チ

ー
氏

の
主

張

と

立
場

だ

ゆ

ド
ヘ

ソ

シ
ア
リ
ズ
ム

組
合
肚
會
主
義

(Ω
巨

群
しα
0
9
国
聞
ω日
)
の
思
想

を
窺

は

む
が
薦
め
に
、
藪

に
ペ

ン
チ
愚
民

(
諺
昏
ゲ
窪

憎

℃
o口
受
)

の
地
方

的
組
合
肚

會
土
義

(ピ
o
。巴

O
昌
房
)

の
主
張

を
叩

い
て
見

だ

い
ε
思

ふ
。

組
合
就

會
主
義
に
は
雑
誌
「
新

時
代
」
、.冤
。≦

〉
㈹
①
-、
一
派

の
國
家
的
組
合
主
義

(三
巴
8
舘

O
巨
留
)
の
主

張

と

ペ

ソ
テ
ー
氏

寺

の
地
方
的

組
合
主
義

の
主
張

と
の
両

派

が

あ

る
。
両
者

は
其

の
根
本

の
思

想

に
於

て
甚

し
く
相

違

せ

乃
も

の
で
は
な

い
が
、
將
來

に
於

け

る
新

砒
會
組
織

の
構
成

に
關

す
る
見
解

ご
計
垂

ε
に
於

て
は
、少

か
ら
ず
趣

を
異

に
す

る
所
一が
あ

る
。

ペ
ソ
チ
ー
氏

は

一
九

〇
⊥
ハ
年
に
『
組

合
制
度

の
{復
興
を
論
争
」
目
すO
国
O。。8
『畔
鑑
。
昌
O
「
筈
①

9
已
幽
しQ
鴇
記
事

冒
。
邑
。
P
)
・を
公

に
し

て
其

の
士
出張

を
明
確

に
樹

立
し

て
以

來
、
地

方
的

な

る
手
工
業
組
合
制
度

の
復
興

に
依

る
現
肚
會

組
織

の
改
造
を
主
張

し
て
來

だ
。
而

し
て

現
今
岱

ほ
依
然

こ
し
て
其

の
主

張
を
改

め
な
わ

ナ

シ
ヨ
ナ

ル
ェ
ギ

ル

ヅ

け
で
は
瓶
い
が
、
然
し
欧
洲
大
戦

の
行
は
れ
て
以
來
は
、
稍
々
主
張
を
憂

じ
、
国
家
的
組
合
主
義

の
可
能
を
信
替

ん
ビ
す

る
に
至
つ
授
。
從
て
今
や
組
合
肚
會
主
義
に
於
け
る
二
涙

の
分
別
は
漸
次
其

の
色
彩
の
明
瞭
を
峡
ぐ
に
至



ら
ん
ε
し
つ
Σ
あ
り
.ε
見
る
こ
ご
が
出
家
る
。

・

.

.

一
九

一
む
年
刊
行

の

○
紅

≦
9

駐

鳶

三
筆
、
冒
。
昌
α
。
=
を
見

る
に
、

ペ
ソ
チ
ー
氏
は
其

の
序
文
に
於
て
、
氏

が
国
家
的
組
合
主
義

の
可
能

を
認
む
る
に
至
り
し
恐
由
其
他
肚
會
政
造

に
關
す
る

一
般
的
見
解
に
就

い
て
大
様
次

の
如
く
述

べ
て
居
る
。

「
予
が
従
来
推
奨
し
乗
れ
る
、地
方
的
な
る
組
合
制
度

の
復
興
を
以
て
將
來

の
脛
濟
組
織

の
基
礎
を
造
り
之
に
依

b

て
肚
.會
革
新

の
實

を
上
げ
ん
ご
す
る

の
議
論

は
、其

の
貴
行
困
難
な
り
巳
非
難
せ
ら
る

、
。此

の
非
難
は
當
れ
り

、
ε
せ
ざ
る
可
ら
室
。
予
も
亦
、
予
め
計
叢
す
る
所
と
現
在
の
経
済
組
織

こ
の
聞
に
は
大

い
な
る
溝
渠
あ
眺
て
、
其

間
を
連
結
せ
ん
こ
ご
は
今
俄

か
に
行
は
れ
得
可
き
に
非

ざ
る
は
、
之
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
現
時

の
蟹
行
問
題

チ

シ
む
ナ
ル
ヨ
ギ

ル
ヅ

ε
し
て
は
彼
の
賃
傭
労
働
制

の
廃
止
を
目
的
ε
す
る
国
家
的
組
合

の
組
織
を
以
て
實
行
し
得
可
き
形
式
と
せ
ざ
る

.

可
ら
ず
。
併
し
乍
ら
之
れ
決
し
て
問
題
の
終
局
的
解
決
に
は
あ
ら
す
。
勢
働
者

に
し

て

一
旦
産
業
上

の
支
配
権
を

イ

ン
タ

ト
リ
ァ
リ
ズ

ム

握

る
に
至
れ
ば
、
視
聴
の
産

業

主

義

の
下
に
横
は
る
大
矛
盾
は
根
本

的
解
決
を
要
求
せ
ぎ
れ
ば
已
ま
ざ
る
可
く

ロ
　
カ

ル
ヘ
ギ

ル

ヅ

然

か
も
其
解
決
は
地
方
的
組
合
制
度

の
逼
に
沿

ふ
て
行
ぼ
る
』
の
外
は
な

い
。

元
来
地
方
組
合
制
度
を
主
張
す

る
予
が
何
故

に
国
家
的
組
合
主
義
に
野
す
る
態
度
を
攣
せ
し
か
ご
問
は
る
、
な

ら
ば
、
其

の
責
任
を
負
ふ
も

の
は
今
回
の
大
戦
争

な
り
&
答

へ
ざ
る
可
ら
す
。
從
來
予
は
、
肚
會
は
卒
和

の
手
段

に
依
り
て
革
新

さ
る
可
き
も
の
な
り
ε
信

じ
尭
。
予
も
亦
固
よ
り
革
命
の
可
能

を
信
争
る
着

な
れ
ざ
も
、
そ
は
容

ベ

ン
チ
ー

の
組

A
罰
撤
倉

主

義
論

(第

一
號

.
一
…
二

)

一
二

[

1)此 の書 名 にH'.G・Wells氏 のNewWorldsforOld,LondonJ913EW比 し

見 るに於 て頗 ろ興 味 あ り ε思 ふ 。
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ペ
ジ
チ
ー
の
組
合
杜
會
主
義
譜

第
九
巻

(
第

一
號

↓
二
二
)

】
二
二

ヤ

ヤ
ビ
タ
ナ
み
ム

易
に
實
現
さ
れ
得
可
き
に
あ
ら
争
ε
考

へ
π
。
此

の
條
件
の
下
に
於
て
は
、
資
本
主
義
を
攻
略
し
て
以
て
新
組
繊

を
造
ら
ん
ε
T
る
國
家
的
組
合
主
義
の
計
書
は
所
詮
貴
行
不
可
能

の
事
と
思
は
れ
授
。
予
は
思

へ
り
、
資
本
主
義

は
内
部
よ
り
し
て
之
を
亡
ぼ
さ
ゴ
る
可
ら
事
、
正
面
攻
撃
を
以
て
之
を
略
取
し
得
可
き
も

の
に
は
非
参
ご
。
然

る

に
今
回

の
大
戦
は
局
面
を

一
熨
し
六
。
今
や
資
本
主
義
は
難
攻
不
落
め
も

の
に
は
あ
ら
ざ
る
に
至
つ
投
。
戦
争
は
共

の
反
動

の
勢

に
依
り
て
資
本
主
義
を
破
壊
せ
し
め
、
大
革
命
を
豫
怨
せ
し
む
る
。
此

の
事
情

の
憂
化
の
下
に
於

て

國
家
的
組
合
主
義

の
運
動
は
新
生
面
を
得
π
。
戦
争
ε
い
ふ
大
事
實
は
此
運
動
を
化
七
て
實
際
政
策
上
の
問
題
ね

る
に
至
ら
し
め
、な
Q

戦
後

に
於
て
は
國
家
が
國
内

の
産
業

に
干
渉
を
試
み
其

の
管
理
轟
を
掌
握
し
、
自
然
的
猫
占
事
業
を
手
始
ε
し

て
崩
坑
其
他
に
關
す
る
大
い
な
る
国
家
管
理
の
行
は

る
Σ
に
至
る
可
き
船
唄
か
で
あ
る
。
而
し
て
国
家
が
益
々
贋

コ

レ

ク

チ

ヴ

で
ズ
ム

ナ

シ
ヨ
ナ

ル
ぷ
ア
ル
ヅ
ヘ
シ
ス
デ
ム

ぐ
國
内

の
産
業
管
理
を
行
ふ
ご
&
は
國
家
肚
會
主
義
に
向
ふ
か
、
將
叉
國
家
的
組
合
主
義

に
向
ふ
か
の
外
は
な
い
。

然

る
に
.予
は
そ
は
決
し
て
國
家
肚
會
主
義
に
向

は
事
し
て
、
国
家
的
組
合
主
義

に
向

ふ
と
信
ず
る
。
国
家
の
管
理

椹

の
振
張
が
春
雨
者
共
の
何
れ
に
向

っ
て
進

む
か
は
其
管
理
の
蟹
行
如
・何
を
見

て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若

し

國
家
が
生
産
事
業
を
私
人
企
業
の
手
よ
り
奪

ひ
て
自
ら
経
管
し
、
官
吏

を
し
て
其
任

に
當
ら
し
む
る
の
方
法
を
取

る
な
ら
催
、
そ
は
疑
も
な
く
国
家
砒
會
壬
　義

に
向
は
ん
こ
し
つ
、
あ
る
。
然

る
に
若

し
管
理
が
唯
だ

}
般
民
衆
若
く

ギ
ル
ド

は
勢
働
者
を
資
本
主
に
…劃
し
て
保
護
せ
ん
ε
企

つ
る
も

の
穴
ら
ば
、
国
家
は
昔
時
の
組
合

の
行
ひ
六
る
任
務
を
再



」

ギ
レ
ド

ぴ
行
ふ
も
の
た

る
に
外
な
ら
季
し
て
、
そ
は
必
ず
や
將
來

に
於
て
は
復
興
さ
れ
た
る
組
合

の
手
に
依
め
て
行
は
る

可
き
も

の
で
あ
る
。

ノ

国
家
に
し
て

　
ご
度
財
貨

の
債
格
調
飾
に
指
を
染
む
る
に
至
ら
ば
、
其
事
業
を
し
て
魔
力
あ
る
有
効

の
も

の
な

ら
し
め
ん
が
矯
め
に
は
、
必
季
や
中
世
組
合

の
行
ひ
た
る
所
を
行
ふ
の
外
は
な
い
。

さ
れ
ば
贋
格

の

「
定
て
ふ
ご

⑩7

ご
は
、
己

に
組
合
制
度

に
至

る

の
道

で
あ

る
。
其

然

る
所

以
は
歴
史

の
讃
明

し
て
剰

さ
y
る
所

に
し
て
.、
償

格
を

照

更

せ
む
が
響

に
は
・
品
警

一
轟

馨

見
出
し
て
之
を
維
持
せ
ざ
る
可
余

・
然
か
も
品
質
の
標
準
は
唯

梛

・
浅
劣

力
・
み
・
以
・
之
・

一
定
・
得
可
　

・
・
脅

・
れ
・
、
擢

維
持
・
爲
髭

は
藻

其
・
製
作
・

伽h

任
に
當
る
職
人
と

一
般
輿
論

の
憂
心
に
之
を
訴

へ
ざ
.る
可
ら
ず
。
而
し
て
職
人
を
し
て
此

の
権
威
あ
る
者
穴
ら
し

肌

め
ん
が
薦
め
に
は
、組
織
の
力
に
依
ゆ
て
其
地
位
を
守
ら
し
め
、
又
其

の
養
成
を
厳
重
に
せ
ざ
る
可
ら
す
。
其
爲
に

N鰍

は
労
働

の
時
間
を
定
め
、
生
産

の
範
園
を
限
定
し
馬
仕
事
場

の
大
さ
を
定
む
る
等

の
施
設
を
爲

さ
ゴ
る
可
ら
壷
。

■臨肛

ギ
ル
ド
ゐ
シ
ス
テ
ム

の

之

れ
實

に
中
世
組
合
制

度

の
復
活

に
外

な
ら
ぬ
。
」

,
Wm

此

の
簡
軍
な
る
表
白
に
依
り
.て
も
略
ぼ

ペ
ン
ヂ
ー
氏

の
主
張
の
眼
目
の
那
邊
に
存

す
る
か
は
之
を
窺
知
す
る
こ

⑩

.

晦

ε
が
出
来
る
。
要
す
る
に
之
れ
現
時

の
資
本
主
義
的
な
る
企
業
組
織
に
代
ふ
る
に
復
活
さ
れ
π
る
中
世
組
合
制
度

恥エ

の
新
組
織
を
以
て
し
、
以
て
現
時
の
纒
濟
組
織
に
伴
ふ
諸
種

の
弊
害
、特
に
賃
傭
勢
働
蓬
企
業
家
の
資
本
的
支
配
よ

八

㊨
凍
る
弊
害
を
除
去
し
、同
特
に
現
時
に
於
け
る
物
質
主
義
を
排
し
智
利
.心
を
亡
ぼ
し
、之

に
代

ふ
る
に
純
美
な
る

の
.

ペ
ン
チ
τ
の
組
合
肚
會
主
義
論

策
九
巻

(第
.一號
.
ご
】三
)

一
二
三



,

り

㍗

の
組
合
肚
會
主
義
論
.
.

第
九
巻

(第

一
號

三

四
)

目
.二四

思
想
ご
威
情
と
に
満

ち
藝
術
岳

讐

を
.以

て
彩
ら
れ
π

る
精
神
生
活

を
以
て
せ
む
手

る
が
・
其
の
主
張

の
骨

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ

ズ
ム

子

で
あ

る
。

さ
れ
ば
氏

は
極
力

シ
ド

ニ
ー
.
ウ

エ
・
ブ
氏
其
他

フ

エ
ビ
ア

ソ
、
ン
サ

エ
チ
⊥

涙

藁

座
主
義

、
國

家
礼肌
會
主
義

)

の
唯

物
的
見

解

に
反
謝

し
、
其

の
肚

會
改
造

に
閲

す
る
国
家
的
集
産
主
義

の
ナ

ロ
グ
ラ

ム
に
反
劃

し
、
自
家

の
見
解

を
開
陳

し
、
.自
家

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
示
す

に
努
力

し

つ

、
あ

る
。
五
口人

は
先

づ
其

の

コ
レ
ク
チ

ヴ
イ
ズ

ム
排
斥

の
議
論

よ
り
入

っ
て
見

る
で
あ
ら
う

。

■

ニ

コ
,レ
ク
チ

ヴ
イ

ズ

ム
反

駁

(
一
)

、

ペ
ン
矛
1
氏

の
謂
ふ
に
は
、
誰

で
も
敬
治
的
活
動
を
耐
會
哲
學
者
の
稍
々
離
れ
な
る
而
し
て
孤
立
せ
る
窺
黙
よ

わ

り
観
察
す
る
者
越

現
今
肚
會
主
義
黍

互
に
論
争
し
つ
・
あ
る
所
に
は
、
何
ε
な
ー
パ
セ
チ
・
ク
な
餌
物
あ
る

を
見

る
で
あ
ら
う
。
何
人

で
も
自

己

の
背

後

に
確
乎
た

る
理
論

を
有

す

る
者

は
、
其

の
態
度

に
自
信

あ
り
勇

氣
に

、満

て
る
も

の
投
る
を
得
.る
.
然

る
に
若

し
共

理
論
に
し

て
矛
盾

に
満

て
る
も
の
た
ら
ば
、
い
か
で

か
自
信

あ

る
を

得
.

ん

や
。
現
騎

の
肚
會

主
義
者

の
境

遇
は
正

に
此

の
自
信

な
き
も

の
投
ら
ざ

る
を
得

な
い
。
今
や
多
く

の
方
面

よ
b
.

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ
ム

肚
會
主

義
は
死
滅
せ
り
ε
稠
せ
ら
る
》
。
皮
相
的

に
見
れ
ば
そ
は
箕
實

な
る
に
似
π
り
。
さ
れ
ご
も
詳
か
に
之
を

観
れ
ば
、

・
レ
多

ヴ
イ
ズ
・
は
貴
地
政
饗

し

て
は
ぞ

不
信
用
に
陥

っ
た
け
れ
ご
も
・

一
の
哲
馨

し
て
は

飼
ほ
命
脈
を
有
し
、
從
て
街
ほ
肚
會
運
動

の
蓮
命
を
支
配
す
る
に
足
る
も
の
あ
る
を
認
め
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
ε
蛸

3)圭 ミ してCollectMst准 指 す

4)Penty,op・Cit,PP.23-25
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.

斯
-
先
づ
・
・
享

ヴ
・
ズ
・
に
誓

で
士
爵

し
て
置
い
で
・
扱
更

更
覧

・
享

ザ
ィ
ズ
あ

霧

町

傾
向
に
就
い
て
非
難
し
講

ふ
握

、
物
質
的
要

塞

讐

せ
ざ
・
推
理
爵

す
る
現
鷺

有
識
者
階
級
の
反
.

謬

大
い
な
る
僻
見
で
碧

。
趾
會
に
於
け
る
創
造
的
實
力
に
し
て
叉
事
物
の
根
元
π
る
も
の
は
精
導

あ
る
・

現
象
は
物
質
世
箆

於
け
る
.精
紳
の
表
謄

外
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
砒
會
問
題
に
封
ず
る
推
理
を
唯
董

純
に
事
實

ε
し
て
知
ら
る
N
現
象

の
上
に
の
み
限

る
に
於
て
は
、
吾
等

の
推
理
は
人
生

の
最
も
重
大
な
る
要
素
を
閑
却
す
る

こ
ε
、
以
る
を
免
れ
ぬ
で
あ
3
う
ε
。
比
熱
は
洵
に
ペ
ソ
チ
ー
氏
寺
の
主
張

の
大
眼
目
で
あ
っ
て
、
恰
も
凋
逸
に

於

て
マ
ル
ク
ス
主
義

の
唯
物
的
傾
向
に
野
し
て

ベ
ル
ン
ス
タ
イ
ン
其
他

の
人
々
の
修
正
意
見
起
り
、

マ
ル
ク

ス
主

義
に
於
け
る
倫
理
窺

の
鉄
如
簾

熟

し
て
カ
ン
ト
に
昂

れ
の
主
張

の
擧
げ
ら
れ
、

疲

的
意

想
界
に
唯
神
的

傾
向

が
勢
力
を
加

へ
來
れ
・
に
連
れ
て
、
肚
會
問
警

關

し
て
も
唯
神
的
主
張
の
藩

寛

ん
諺

つ
、
あ
る
に

封
癒

し
て
英

国
に
在

り
て
も
唯

物
的
傾

向
に
富

め

る

フ
「エ
ぜ
ア

ニ
ズ

ム
に
饗
し

て
、
此
程

の
反
抗

の
無

勢

の
動
く

に
至
れ

る
は
注
意

を
要
す

る
所

で
あ

る
。
荷

ほ

ペ
ン

チ
ー
.氏
は

フ
ェ
ビ
ア

ン
振

「
峡
…の
唯
物
的

傾
向

に
就

い
て
は

次

の
如

く
,に
解
説
し

て
居
・る
。

.

.フ

ェ
ビ
ア

一一
ズ

ム
が
物
質
主
義

に
堕

し
た

る
に
は

理
由
あ

る
こ

ε
で
、

フ

ニ
ビ
ア

ン
ス
は
貧

困

の
問

題

に
封

ず

る
直
接

の
救

治
策

を
見
出

す

に
急

な
り

し
が
爲

め
に

、
藝
術

ご
哲
學

ご

の
要
求
を
無
視

し
た

の
で
あ

る
。
即

ち
そ

は
實

に
へ
諸
種

の
實
際
問

題
は
其

背
後

に
は
必
ず

や
形
而

上
的

問
題

を
有

す
る
も

の
た

る
を
了
解

せ
す

、
又
産
業

ぺ
γ
チ
ー
の
組
合
粛
會
主
義
論

「

第
九
巻

(第
一
號

」
二
五
)

一
二
五

5)ibid,P.32

,
静

賢



「

'

ペ
ン
チ
ー
の
組
△百計
胆會
圭
義
塾醐

第
九
巻

(第
「
號

一
一一山ハ
)

一
二
山ハ

に
於
け

る
藝
術

の
要
求

は
、
人
生
の
要
求

ε
同

一
義
π
る
を
了
解
す
る
能
は
ざ
り
し
に
由

る
次
第
で
あ
る
。

フ

エ

ビ
ア
ソ
協
會

の
人
蓮
は
人
生

の
賢
相
を
捕
捉
せ
む
が
爲
め
に
は
飴
り
に
理
知
的
で
あ

る
。
然

し

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ

協
が
藝
術
遠
哲
學
ビ
を
等
閑
に
附
し
た
る
に
は
相
當
の
辯
解
の
理
由
あ
り
と
す
る
も
、
そ
が
蓮
徳
的
要
素
を
無
視

せ
る
に
就

い
て
は
、
辯
解
の
僻
は
な
い
筈
で
あ
る
。
何
ご
な
わ
ぱ
、
肚
會
問
題

の
道
徳
的
要
素
に
就

い
て
は
夙
に
、

ラ
ス
キ
ン
之
を
喝
破
し
、

フ
エ
ピ
ア
ソ
ス
の
間
に
於
て
も
此
問
題
に
就

い
て
は
可
也
激
烈

な
る
論
争

の
行
は
れ
た

る
後
な
れ
ば
也
。
兎
も
角
實
際

に
於
て
は

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ

ム
は
倫
理
観
ε
分
離
せ
る
経
済
的
理
論
で
あ
る
。
而

し
て
之
れ
實

に
コ
レ
ク
チ
ヅ
イ
ズ
ム
の
中
心
賜
黙
で
あ

っ
て
、
實
行
止

の
問
題
に
於

て
道
徳
を
度
外
税
す
る
は
事

實
不
可
能

の
こ
ご
で
、
叉
そ
れ
で
能
く
終

に
人

一6

の
琴
線

に
濁
る

、
を
得
可
き
も
の
で
は
な
い
。

.

コ
レ

ク
チ
ヴ
イ
ズ

ム
は
斯
く
の
如
く
融
會
問
題

の
精
励
的
方
面
を
等
閑
に
附
せ
し
が
爲
め
に
、
肚
會
改
造

の
大

事
業
を
企
圖

し
乍
ら
終
に
失
敗

に
終
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
.。
、之
は
取
も
直
さ
ネ

コ
レ
ク
テ
ヴ
イ
ズ

ム
の
救
治
せ

ん
ε
欲

す
る
肚
會
的
害
悪
は
結
局
す
る
所
肚
會
生
活

の
内
部
に
存
す
る
精
神
的
疲
憊
が
外
部
に
表
樵
れ
た
る
兆
候

歴
る
匿
外
な
ら
ぬ
か
ら
の
こ
ε
で
あ
る
。
此
事
情
は
肚
會
進
化

の
親
黙
よ
り
し
て
現
時
の
状
態
を
観
察
す
る
に
於

て
は
容
易
に
解
得
さ
る
可
き
所

で
あ
る
。
然
か
す
る
に
於
て
は
此
等
外
界
の
物
質
的
問
題

の
獲
生
が
、
如
何
に
多
r

マ

コ
　
ヘ
メ
　

キ
ン
グ

く
現
代

の
生
活
が
宗
激
藝
術
及
び
哲
學

と
分
離
し
て
世
を
擧
げ
て
醜
き
唯
物
主
義

に
堕
落
し
、
唯
だ

金

儲

を

以

て
之
れ
能
事
こ
す
.る
に
至
り
し
内
部

の
精
神
生
活

の
堕
落
ご
馬

一
致
呼
慮
す
る
も

の
な
る
か
を
知

る
に
難

か
ら

. 6)ibidpp.33,37一 斗o

彫

馬



■

も

麟
で
あ
ら
う
。
若
し
現
時

の
精
神
生
活
に
し
て
斯
く
堕
落
ず
る
こ
差

か
り
せ
咲

・
レ
ク
チ
ヴ
ィ
ズ
・
の
理
颪

ご
す
る
所

の
如
き
は
多
く
顧

み
ら
れ
参
し
て
、
人
心
は
必
争
や
將
來
の
瓶
會

の
建
設
せ
ら
る
可
き
基
礎

た
る
醇
美

な
る
個
人
主
義
.に
向
ひ
な
る
可
き
や
明
か
で
あ

る
。

コ
　

レ
ホ

若
し
能
く
此
等
の
諸
事
情
が
如
何
な
る
關
係
を
有
す
る
か
を
知
ら
ん
と
な
ら
ば
、
五
量

りは
伊
太
利
k
於
け
る
丈

イ

サ

ソ

ス

藝
復
興
期
ま
で
遡
り
て
考

へ
て
見

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
σ
文
藝
復
興
は
實
に
基
督
敏
の
漱
義
に
依
り
て
束
縛
せ
ら
れ

旋
る
中
世
時
代
に
封
し
て
古
代
交
明
の
復
活
を
喚
起
し
、
以
て
自
由
な

る
活
動

の
天
地
を
造
り
出
せ
る
も
の
ε
し

て
知
ら
れ
て
居

る
。
而
し
て
中
世
時
代
が
如
何
に
沈
潜

せ
し
時
代
な
り
し
か
は
黙
読

を
侯
な
ざ
る
所
で
あ
る
。
・け

れ
ざ
も
詳
知
に
之
を
察
す
れ
ば
、
.中
世
時
代
な
る
も

の
は

一
概

に
唾
棄
さ
る
可
き
も
の
で
は
な
い
。
其
時
代
の
精

瀞

に
.は
大
い
に
酌
「む
可
き
醇
美
な
る
も
「の
、
含
ま
れ
居

る
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
中
世
時
代
は
實

に
事
物
調
和
に

關
す
る
大
意
義
を
了
解
し
な
る
時
代
で
あ
っ
九
。
此
時
代
は
宗
漱
及
び
藝
術
に
封
ず
る
憧
憬

の
熾

な
り
し
時
代
に

し
て
、
現
代
入

の
生
活
を
占
領
す
る
商
業
ご
政
治

と
は
、
唯
だ
徒
爾
的

の
も
の
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
此
時
代

ミ
ユ
　

チ

ユ
ア
ル
ヘ
エ
イ
ド

は
爾
自
ら

の
如
く
爾

の
隣
人
を
愛

せ
よ
ご

い
ふ
敷

の
眞
實

に
行

は
れ
な
る
時
代

に
し
て
、
人

々
は
相

互

共
助

の
精

帥

を
鵬
得

し
て
、
.計
　舎

の
構
成
を

篤
し
た

の
で
あ

る
。
肚

會

の
各

部

分
は
共
有

す
可
き
天
職

を
有
し
職

分

の
混
雑

は
最
も
注
意

し
て
忌

避
せ
.ら
れ
起

。
職
人

は
職
人

、
商
人

は
商
人

に
て
各

々
職

業
的

組
合

を
造

り
、
前

者
は
自
己

職

業
團

賠
…の
保
護

ご
改
善

ご
を
專

5
産

し

、其
㎝製
品

の
良
質

な

る
こ
ビ

、
、品

位
を
統

一
す

る
こ

と

、
に
軌
…心

し
、

ペ
ン
チ
ー
の
組
八官
許
旭會
圭
酷
脳論

鶴川九
血管

(第
一
聴
㎜
}
二
七
)

一
二
七
.

'



歳
ン
チ
ー
の
組
合
肚
會
「圭
議
論

第
九
巻
」
(第
一號

=
一入
)

]
二
八

後
者
は
叉
商
品

の
分
配
交
易
を
圓
滑
な
ら
し
む
る
に
努
力
貢
献
し
な
。

中
世
職
位
に
於
け
る
外
形
的
生
悟
を
観
察
す
る
者
は
最
も
多
く
共
驚
く
可
き
叉

一
般
的
な
る
整

美
に
打
な
れ
ざ

る
者
は
な
か
る
可
し
。
中
世
時
代
に
在

り
て
は
蕾
に
建
築

の
壮
大
美
麗
な
り
し
の
み
な
ら
事
、
日
常
に
用
ひ
ら
る

.
る
什
器
の
類
に
至
る
ま
で
美
は
レ
き
も

の
で
あ

っ
た
。
然
る
に
現
代
に
於
け
る
事
物

の
醜

さ
.や
如
何
に
。
都
市

に

於
て
、
郊
外
に
於
て
、
住
家
に
於

て
、
衣
服

に
於
て
、
家
具
に
於
て
、
総

べ
て
現
代
臭
き
も
め
は
醜
悪
取
る
を
例

巳
ず
る
。

中
世
時
代
に
在
り
て
は
美
術
家
ε
職
人
ご
は
同

一
人
で
あ

っ
六
。
當
時
に
在
り
て
は
大
建
築
の
行
は
る
＼
に
し

て
も
、
現
時
に
於
け
る
が
如
く
之
を
設
計
し
其
細
末
に
至
る
ま
で

一
人
に
て
之
を
監
理
す
る
抜
師
は
居
な
か

つ
な
。

各
職
人
何
れ
も
藝
術
家
的
素
養
を
有
し
、
如
何
な
る
大
建
築
も
彼
等
多
数
者

の
共
同
作
業
に
成
れ
る
共
作
物
た
る

に
外
な
ら
な
か
グ
た
。
而
し
て
総

て
そ
は
徳
習

の
力
に
依
り
て
行
は
れ
な
。
然

る
に
.一
ε
度
文
藝
復
興

の
大
勢
力

か
た
ぢ

に
依
り
て
此
傅
習
の
系
統
の
絶
な
れ
拠
る
現
時
や
如
何
に
。
職
人
は
昔
時

の
職
人
氣
質
を
失

っ
て
し
ま
つ
π
。
彼

ス
タ
イ

ル

豊
は
単
純
な
る
職
人
ご
化
し
て
美
術
家
π
る
素
質
を
失

つ
血
。
さ
れ
ば
彼
等
は
用
ゆ
可
き
多
く
の
方
式
を
有
す
れ

ぎ
も
之
を
活
用
す
る
を
得
す
。
弦
に
於
て
が
計
監
ε
技
術
的
盤
督
ご
を
専
業
と
す
る
技
師
を
必
要
ε
す
る
に
至

っ

た
。
然
か
も
同
謄

昔
時
の
美
禦

翌

誉

深
き
壁

な
・
趣
墜

は
央
は
れ
て
、
労
便
濠

㌘

遜

り
権

威

を
檀

に
し

つ

、
あ

る
の
.

・

'



斯
く
の
如
く
に
し
て
文
藝
復
興
は
中
世
特
代
の
束
縛
を
繹
き
、
.
其
傳
脅
の
勢
力
を
根
抵
に
於
て
断
ち
切
り
て
現

に
吾
葉

周
園
に
之
を
見

る
が
如
茎

然

一
馨

る
世
の
中
を
邉
り
出
し
た
。
然
か
し
そ
は
中
世
時
代

の
桎
梏
を

.

解
か
ん
ε
し
て
不
幸
に
も
眞

に
善
美
に
し
て
傾
値
あ
る
も

の
を
打
亡
ぼ
し
て
し
ま

っ
た
。
爲
め
に
藝
術
と
生
活
せ

は
全
然
分
離
す
る
に
至

っ
た
。
斯
く
て
今
や
美
術

は
少
敷
な
る
愛
玩
者
流
や
ヂ
レ
ッ
タ
.ソ
層ト
の
玩
具
ご
化
し
、
博

物
館
や
美
術
館
に
隠
居

し
て
、
現
代
の
生
活
は
其

の
純
美

な
る
表
現
を
失
ひ
方
便
に
凝
結
し
て
日
に
釜

々
其

の
醜

き
相
を
増
し

つ
＼
あ
る
。
之
が
矯
め
に
職
人
は
今
や
叉
漸
く
に
金
銭

の
爲
め
に
勢
観
す
る
輩
純

な
乃
勢
働
者

ε
化

ベ
ラ

エ
ヂ
　

せ
ん
ε
し
、

生
産

は
工
場
組
織
に
依
り
て
大
量
的
に
行
は
れ
、

昔
尊
ば
れ
な
る
技
術
上

の
愛

化
は
現
今
却
.つ
て

其

の
、
整
.
-
、一.
-
の
矯
め
に
地
位
を
譲

ら
ざ
る
可
争

。
然

か
も
生
産
は
需
要
に
先
立
ち
て
行
は
れ
、
生
産

役

用

(消
肇

ε
は
分
離
七
、
生
産
者

は
只
管
投
機
的

に
事
業
を
行

ひ
て
、
眞
實

の
人
的
要
求
を
顧
る
に
暇
な
き
有
様

ε

な
つ
尺
。
要
す
る
に
今
や
宗
教
ε
藝
術
巳
哲
學
ε
は
生
活
&
分
離
し
で
、
曾
て
は
た
窒
從
圏
的
要
素
た

る
に
過
書

ざ
り
し
事
務
と
金
儲
ε
政
治

ご
が
、
人
生
々
活
上
の
最
も
重
大
な
る
勢
力
た
る
に
至
つ
だ
。
事
物

の
此

の
不
自
然

の

な
る
轄
換
に
現
時

の
乱肌
會
[問
題

ぼ
其
根
箒
を
獲
す
る
も

の
で
あ
る
。

斯
く

の
如
く
論

じ
て
母
ソ
テ
ー
.氏
は
現
今
肚
會
.問
題

の
獲
生

の
根
本
原
因
が
現
代
人
の
精
碑
生
活
の
不
健
全
な
.

る
憂
化
に
萌
し
、
事
物

の
調
和

の
失
は
れ
て
主
役
る
も
の
が
秘
せ
.な
り
、
從
な
る
も
の
が
主
ご
な
り
な

る
不
自
然

菰
る
愛
化
が
實
に
現
代
生
活
め
病
の
原
を
駕
す
も
の
猛
る
を
指
摘
せ
ん
ε
す
る
の
で
あ
る
。
之
れ
氏
が
中
世
組
合

ぺ
.ン
チ
あ

組
合
祀
會
主
義
論
.

第
九
巻

(第
一
號

≡

九
}

≡

九
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、
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一
三
〇

制

度

の
復
興

を
以
て
肚
會
改
造

の
方

法

ε
爲

さ
ん
ご

す

る
理
論

上

の
根

櫨

で
あ

る
。

而
し

て
氏
は
此

の
病

の
根
源

コ

レ

ク

チ

ヴ

イ
ス
ト

を
知
ら
す
し
て
、
只
管
其

の
兆
候
に
劃
す
る
姑
息

の
治
療
を
試
ん
産
す
る
趾
曾
主
義
者

の
愚
を
暇

ひ
其

の
誤
想
を

排
斥
せ
ん
ε
す
る
の
で
あ
る
。

一

三
.

コ

レ

ク

チ

ヴ

イ

ズ

ム
.反

駁

(
二
)

右
は
見
解
の
根
本
的
立
場
に
關
す
る
議
論

で
み
る
が
、
之
を
脛
濟
上
の
現
實
の
問
題
に
就
き
.て
観

る
も
、

コ
レ

ク
チ
ヴ
イ
ス
ト
の
見
地
に
封
し
て
は
、
組
合
肚
會
主
義
者
は
到
底
之
に

一
致
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

ゴ

レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ
ム
は
現
今
の
産
業
上
に
於
け
る
大
弊
害
を
徹
底
的
に
救
治
せ
ん
が
矯

め
に
は
、
土
地
及
び
資

本
を
國
有
ε
し
、
私
的
企
業
を
腹
し
て
産
業
の
國
[管
を
行
は
ん
ε
す
る
も

の
で
あ

る
。
之
に
劃
し
て
ペ
ン
チ
ー
氏

の
孜

へ
る
に
は
、
斯
く
の
如
き
救
治
策
は
馬
若
し
現
存

の
肚
會
的
缺
陥
が
競
争

(
個
人
主
義
的
自
由
競
争
)
に
存
す

る
も

の
た
ら
ば
、
確
か
に
有
効
な
る
を
　疑
ふ
可
ら
す
ら
然
れ
ざ
も
競
畢
は
そ
れ
自
身

一
の
悪

事
に
は
あ
ら
す
。
其

の

悪
し
き
は
競
争

の
行
は
る

、
諸
多
の
條
件
が
本
質
的
に
悪
し
き
が
爲
め
で
あ
る
。
昔
時
に
行
は
れ
た
る
競
争

ご
現

ギ

ル

ド

時
行
は
る
N
競
争

ご
は
少
か
ら
ず
其

の
性
質
を
異

に
す
る
。
之
を
商
業
競
争
に
就
き
て
見

る
も
、
昔
時
組
合
制
度

の

存
世
せ
し
時
偶
に
在
り
て
は
、
商
品

の
償
格
は
勿
論
の
と

こ
勢
働

の
像
件
や
時
間
等
も

=
足
せ
ら
れ
な
れ
ば
、
競
争

は
唯
だ
製
品

の
品
質
を
好
く
し
、
之
を
美
に
し
之
を
堅
牢
に
す
る
ε
い
ふ
が
如
き
黙
に
於
て
行
は
れ
た
。
然

る
に

.

覧



フ
ァ
ず
ナ
ン
シ
ヤ
　

組
合
制
度
崩
解
し
て
自
由
競
争
制

の
行

は
る
、
に
至
り
、
商
業
が
専
門
的
に
金
儲
業
者

の
手

に
依

り
て
行
は
る
、

に
至
り
て
よ
り
は
、
商
品

に
關
す
る
競
争
こ
い

へ
ば
、
專

ら
其
債
格
を
低
廉

に
す
る
こ
と
に
存
す
る
に
至
り
、
安

贋
て
ふ
こ
&
の
爲
め
に
は
総
て
を
犠
牲
に
し
て
顧
み
す
。
「矯

め
に
昔
聴
は
競
争

の
行
は
る
Σ
は
肚
會
的
に
之
を
観

て
健
.全
な
る
事
實
た
り
、
大
い
に
刺
激
を
齎
す
も

の
た
り
し
に
、
今
や
そ
は
却

っ
て
種
々
の
危
険
ご
弊
害
ご
を
齎

す
も

の
R
る
に
至

っ
た
。
さ
れ
ば
現
時

の
競
争
は
螢

利
主
義

∩
。
ヨ
日
興
島
国
野
ヨ

で
あ

っ
て
、
昔
時

の
競
争
は
眞
實

ヨ
ム

マ
　

シ
ア
リ
ス
ム

ソ
ア
イ

ァ
ン
シ

ア
　

の
競
争

∩
o
日
℃
。
捧
ご
ロ

起
り
。
而

し
て
瞥
利
主
義

は
金
儲
業
者

の
手

に
依
り
て
産
業

を
支

配
す

る
こ
ε
な

る
に
反

コ
ン
ペ
チ

シ
ヨ
ン

し
て
、
競

争
は
實

に
親
方
や
職
人
の
間
に
於
け
る
生
産
技
術
上
腕
競

べ
で
あ

っ
た
。

無
為
に
今

コ
レ
ク
テ
ヴ
イ
ズ

ム
は
智
利
主
義
を
排
除
せ
す
し
て
、
却

っ
て
競
争
を
排
除
せ
ん
ご
欲
す
。
.よ
し
資

本
主

の
手
よ
り
産
業
上
の
支
配
権
を
奪

ひ
て
之
を
國
家

の
手
中
に
牧
む
る
8
も
、
そ
は
多
く
産
業

の
性
質
に
.鯛
れ

て
之
を
政
造
す
る
こ
ε
は
な
い
。

コ
ヒ
ク
チ
ヴ
.イ

ス
ト
は
其

の
砒
會
敢
楚

の
貴
行
策

に
就
き
て
方
策
を
樹
て
ん
ご

す
れ
ば
す
る
ほ
こ
盆

々
多
く

の
困
難

に
遭
遇
せ
ざ
る
を
得
す
、
其

爲
め
に
国
家
機
関
を
改
造
す
る
こ
ご
の
如
何
に

コ
ン
マ
　

シ
ア

困
難

な

る
か
は
混
く
認

め
ら

ろ
＼
所

で
あ

る
。

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ

ム
の
世

が
實

現

せ
ら
る
ε
も
、
現
時

の
瞥

利
圭

リ
ズ
ム

義

は
依
然

ε
し

て
其
害
毒

を
流

し
、
肚

會
二

般

は
之

が
矯
め

に
妻

せ
ら
る

＼
を
免
れ
難

い
。
何

故

ご
な
れ

ば
園
家

が
生
産
を

一
手

に
濁

占

し
て
行

ふ
に
至
れ
ば
、
そ
が

事
業

ご
し

て
引
合

ふ
を
必
要

こ
し
、
之
を
企
業

ε
し
て
存

続
せ

し

む
る
に
熱
中

し
て
画
配
會

一
般

の
利
用

ε
か
便
宜

ご
か

い
ふ

が
如

き
他

の
方

面

の
要
求

は
之
を
第

二
位

、第
三

位

ヘ
ン
チ
ー
の
組
合
計
一命
日主
義
脚論

第
九
巻

(第
「
號

=
二
[
)

=
二
「

,



殴
ン
↑

の
組
合
肚
會
主
義
論

策
九
巻

(
第

一
號

一
三

三

一
三
ニ

ス
テ
　
ト
ヨ
コ
ン
マ
　

シ
ァ
リ
ズ

ム

に
置
く
を
改
め
ざ
る
可
き
を
以
て
ゴ
あ
る
。

=
旨
に
し
て
之
を
掩

へ
ば

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ
ム
は
国
家
的
瞥
利
主
義

に
外
な
ら
ぬ
。、
現
代

の
人

々
が
現
在

の
生
活
状
態
ε
思
想
ご
に
結
ば
れ
な
る
限
り
、
叉
現
在

の
如
き
不
統

　
な
る

趣
味
を
有
す
る
限
り
は
、

産
業

の
管
理
を
行
ふ

任
に
當

る
國
家

の
政
府
は
.

や
は
り
現
時
に
於
け
る
ご
同
様

に

需
要
供
給
の
關
係

に
醗
弄
せ
ら
れ
、
趣
味

の
蔓
化
は
恰
も
輿
論

の
攣
化

が
政
治
に
蜀
ず
る
&
同
様

な
る
勢
力
を
振

ひ
、
業
務
は
常

に
之
が
短
め
に
掘
鑑
さ
る
Σ
を
見
れ
難
い
で
あ
ら
う
。

此
事
は
人
を
し
て

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ガ
ム
の
敏
義

の
大
誤
謬
に
想
到
せ
し
む
る
。
其
誤
謬
ご
は
政
府
は
依
然
&
し

て
各
人

の
清
費
者
ε
し
て
の
要
求
に
聴
従
せ
写
る
可
か
ら
す
&
寫
す
こ
ご
之
で
あ
る
。
若
し
現
時
に
於
け

る
諸
多
.

の
弊
害
が
全
く
生
産
者
の
専
横
よ
り
獲
生
す
る
も
の
π
ら
ば
、
生
産
者

の
犠
牲

に
於
て
消
費
者

の
利
益
を
増
進
せ

し
む
る
は

正
當

ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

黙
れ
ご
も

實
際

の
事

情
は
決
し
て
然
ら
ず
。

固
よ
り
個
々
の
生
産
者

に
就
き
て
見
れ
ば
随
分
悪
徳
な
る
者
な
ざ
に
非
ざ
れ
ぜ
も
、

一
般
的
に
謂

へ
ば
生
産
者
は
自
街
上
止
む
を
得
事
悪

.

事
を
働
霧

合
寧
ろ
多
く
し
て
・
.消
費
者
に
於
て
毫
も
正
直

な
る
生
産
者
を
庇
護
す
る
の
志
芽

、唯
だ
安
賢
に
、

出
來
得
可
く
ん
ば
無

を
以
て
有
を
購
は
ん
8
ば
か
b
企

つ
る
が
故

に
、
藪
匹
則
ち
悪
辣
な
る
生
産
者
が
真
際
に
附

け
込
み
て
生
産
界

一
般

の
状
態
を
し
て
弊
害
に
満
て
る
も

の
な
る
に
至
ち
し
む
る
。
正
直
な
る
者
は
常
に
其
の
犠

牲

と
な
ら
ぎ
る
を
得
ぬ
。
現
時
の
生
産
界
に
於
け
る
無
政
府
的
状
態
は
必
寛
之
れ
清
費
者

の
専
恣
に
依
り
て
誘
起

さ
る
㌧
.所
た
る
を
否
み
難

い
も

の
が
あ
る
。
此

の
弊
害
あ
る
状
態
は
國

の
産
業
を
國
家
の
管
理
の
下
に
置
く
ご
も

昏
囚



除

却

せ
ら
る

」
こ
ε

な
く
、
寧

ろ
却

つ
で
助

長

せ
ら

る
可

き

の
.み
。
.

土
嚢

空

に
於
け
る
藝
欝

蓬

は
昔
覧

穿

て
昏

人
的
鐵

芽

脅

し
が
慰

・
好
各

・
れ
得

だ
れ
ざ
も
、
若

し
生
産

一
切
国
管
ε
な
わ
、
其

の
方
向
は
常
に
祉
會
晟
衆

の
趣
好
に
依
b
て
導
か
れ
、
大
多
数
者

.
の
好
む
所
が
支
配
椹
を
握
る
に
至
恥
ぱ
、
生
産
技
術
上
に
於
け
る
藝
術
的
要
求
は
之
と
共
に
亡
滅

に
蹄
す
可
き
や

明
か
で
あ
る
。

,

、

-

ラ
ス
キ
ン
の
盲
に
從

へ
ば
、
凡

べ
て
生
産

の
肚
會
的
効
用
を
計
ら
ん
ε
せ
ぱ
、
そ
ば
客
観
的
な
乃
貨
幣
上

の
標

準
に
依

る
可
ら
争
、
必
季
や
人

々
の
主
観
的
な
る
人
間

&
し
て
の
幸
幅
を
標
準

こ
せ
な
け
れ
は
な
ら
ね
ε
せ
ら
る

る
。
若
し
吾
等
に
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
言
ふ
所
を
以
て
立
場

ご
す
る
に
於
て
は
、
必
ず
や
先
づ
生
産

者

ご
し
て
の
資

格

に
於
て
人

々
を
蜆
な
け
耽
窪

ら
ぬ
。此
観
黙
よ
り
す
れ
ば
、
秀

の
精
神
的
健
康
、
特
に
道
徳
的
の
健
康
は
、
彼

が
其
仕
事
に
於
て
見
出
し
得
る
喜
悦
の
量
に
依
頼
せ
な
け
れ
に
な
ら
ぬ
。
更

に
は
叉
多
数
者

が
滑
費
者
で
あ
っ
て
、

少
撒
者
が
生
産
者
な
る
状
態

の
下
に
於
て
若
し
專
ら
消
費
者

の
利
益
を
主
眼
ぜ
爲
し
て
立
法
を
行
ふ
に
於
て
は
、

そ
は
怠
惰
に
謝
し
て
恩
恵
を
施

す
こ
ε
、
な
る
を
免
れ

ね
で
あ
ら
う
。
蓋
し
な

～
怠
惰
な
る
者

の
み
生
産
を
行
ふ

ご
ε
な
く
し
て
消
費
を
行
ふ
者
だ
れ
.ぱ
也
。
.

.

現
今
生
産
鳳
大
規
模
脛
瞥
に
依
り
大
工
場
組
織

の
下
に
於
て
最
も
有
効
に
行
は
る
、
も

の
ε
せ
ら
る
れ
ど
も
、

然

か
も
そ
が
有
利
な
る
に
は
自
ち

一
定

の
限
度

あ
グ
、
其
限
度
を
超

へ
て
は
却

っ
て
費
用
嵩
み
て
生
産

の
効
果
之
.

ベ
ン
チ
ー
の
組
合
肚
會
主
義
諭

第
九
巻

〔第
一
號

=
二
一二
　

=
二
=
.
一

、
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「
に
俘

は
争
、
何
れ

か
の
誼

に
於

て
費
用

を
節

約

す

る

の
必

要

に
迫

ら
れ

、終

に
は

ス
ウ

エ
ッ
チ
.ン
グ
を
行

ひ
て
之
が

」補
充

の
.道
を
見

出

さ
.罫
を
可

ら
ざ

る
に
至

る
。

又
斯

か

る
大
規
模
生
産

は
生
産

の
種

類
に
依

り
て
之

に
適

す

る
も

の
&
然

ら
ざ

る
も
あ

紅

あ
り

、機

械

の
働

に
依
頼

す

る
所

の.大
な

る
も

の
は
好
く
之

に
適

す
れ
ご
も
、
然

ら
ざ

る
も

一
、

の
は
之
に
適
せ
.ず
馬
形
欺

の
優
美

や
其
他
に
聞
す
る
趣
味
の
俘
ふ
を
必
要

ざ
す
る
物
は
之
に
適
せ
ざ
る
の
み
な
ら

中
、
蝕
り
に
地
方
的
な
る
産
業
も
之
に
適

せ
な
い
。
何
れ
に
し
て
毛
現
今
生
産

の
効
果
を
飴
り
に
数
字
に
の
み
依

b

て
割
断
ず
る
に
傾

き
、
人
を
主
眼
に
置
き
て
之
を
見

る
の
風
乏
し
き
は
、
悲
.む
可
き
こ
&
、
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。・

の

ク

ロ
ポ
ト
キ
ン
氏
が

『
農
地
、
工
場
及
び
仕
事
場
」

に
於
て

巴
里

の
實
例
に
就
き
て
手
工
業
的
小
産
業

の
優
秀
な

る
性
質
を
論
示
せ
し
所
は
、
洵

に
傾
聴

に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。
今
若
し
此
事
情
を
無
観
し
て
投

y
只
管

に
大
規

模
事
業
の
有
利
な
る
を
主
張
し
、
從
て

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ
ム
の
組
織
の
下
に
あ
ら
ゆ
る
方
面

の
事
業

の
有
効
に
行

は
れ
得
て
馬

一
般
的
幸
輻
を
齎
し
得
可
し
ご
考
ふ
る
あ
ら
ば
、
そ
は
飴
り
に
.粗
雑
な
る
考
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

次
に
機
械
の
使
用
に
關
し
て
は

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ
ム
を
奉
争
る
人
々
は
、
幣
束
の
砒
會
に
於
て
は
そ
「が
益
々
盛

に
使
用
せ
ら
れ
ざ
る
可
ら
ざ
る
を
主
張
す
る
。
.機
械
が
大

い
に
人
の
勢
力
を
省
き
苦
役
賎
役
を
省
き
、
然
か
も
大

い
に
.生
産
物

の
数
量
を
増
し
て
、
人
生
を
充
賞
せ
し
め
た

る
こ
ε
は
、近
世
科
學

の
大
功
績
ご
し
て
何
人
も
之
を
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
撚
れ
ぜ
も
総
て
の
勢
働
を
化
し
て
睡
…役
セ
ら
し
む
る
こ
ε
、
、
科
學
を
ぱ
商
的
利
得

の
爲

め
に
濫
用
す
る
こ
ご
、
は
、
右
と
は
全
く
匠
別
し
て
考
ふ
可
き
地

の
澄
あ
る
。
然
か
も
機
械
は
斯
く

の
如
き
結
果

8)P.Kropoしkin-Frilds,FactoriesandWorkshops.



・

を
齎

す
こ
ご
な
し

と
謂

ひ
得

ら

る

＼
や
。
機
械

は
迅

遽

に
多

量

の
も

の
を
作
れ
ざ
も
、
人

の
手

に
依
り

て
作

ら
れ

な

る
が
如

く
優

れ

な
る
物
を

ば
作
り
得

ぬ
。
何

れ
に

し
て
も

機
械

は

目

的

に
あ

ら
す

手
段

だ

る
に

外

な
ら
ざ

る

に
、
若

し
機
械

が
美
し

き
物

ケ
作
り

て
、
之

に
謝

す
為
人

の
欲
望
を
満

す
に
多

く
奉

仕
す

る
所

な
く
し
て
、
主

ε
し

、

て
金
儲
慾

の
満

足

の
薦

め
に
奉

仕
す

る
も

の
な
り
こ

せ
ば
.、
.機

械

の
効
用

も
亦

疑
は

し
ご
ぜ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。

要

す

る
に
現
時

の
経
済
は
蝕

り
に
〃買
幣
利
得

に
重

き
を
置

き
過

ぎ
て
居

る
。
現
時

の
墜
一害
を
救

は
む

が
矯
め
に

は

、纒
溝

上
に
今
少
し

く
人
格
的

な

る
要
素

を
加
味

せ

な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。而

し
て
之
が
爲

め
に
は
生
産
者

ご
浦
表

口
　

カ
ル
へ
て
　
ケ

ッ
ト
　

　

者
と
が
互
に
好
く
相
識
れ
る
を
必
要
と
し
、
生
産
交
易
に
關
し
て
此
日
時
の
地
方
的
市
場
を
回
復
す
る
を
必
要

ご
す

る
。
現
今
交
易
が
餓
り
に
世
界
的
に
獄
れ
る
が
爲
め
に
、
生
産

ξ
供
給
ε
は
常
に
需
要
ε
消
費

と
に
先

立
ち
て
行

は
れ
、
其
結
果
ε
じ

て
屡
々
市
場

の
混
乱
を
惹
起
す
る
次
第
な
れ
ば
、
此

の
不
自
然
な
る
状
態
を
改
善

せ
む
が
爲

砂
に
は
地
方
的
市
場
を
回
復
し
生
産
を
し
て
蟹
隈

の
需
要
に
適
合
せ
し
む
る
を
必
要
ビ
す
る
。
省
文
之
を
美
術

の
.

亀

な

.

方
面

に
就

き

て
見

る
も

、
地
方

的
市
場

の
後
置

は
右
同
様

に
必
要

な

る
所

で
あ

る
。
若

し
美
術

に
し
て
昔
時

ρ
状

態

を
回
復

し
、
吾

々
が
日
常
使

用
す

る
財
貨

に
至

る
ま

で
今

「
度

昔
時

の
如

く
美

し
き
も

の
だ
ら

し
め
む
が
爲

め

に
は
、地
方

的
市
場
を

再
建

す

る
こ
蓬

は
必
要
敏

ぐ
可

ら
ざ

る
所

で
あ

る
。
若
し
美
術

に
し
て
健

全

な
ら
む

か
、
外

囲
製
品

を
多

量

に
輸

入
す

る
が
如
き

こ
ε
は
行

は
れ
難

か

る
可

↑

、r
人

々
は
自
己

の
住

ふ
地
方

に
於

て
生
産

せ
ら

れ
、
自
己

の
日
常
生
活

に
共

通
な

る
経
験

を
反
射

す

る
が
如
き
地
方

産

の
財
貨
を
需
要

す
可
き
筈

で
あ

る
。
さ
す
恵

ペ
ン
チ
ー
の
組
合
肚
會
主
義
論
.

第
九
巻

〔第
[
號

=
二
五
V

=
二
五

・



9

、

脚.

ベ
ン
チ
ー
の
組
合
配
會
主
義
論

.

第
九
巻

(第

}號

=
二
六
)

=
二
六

ぱ

英
図
人

に
し
て
日
本

の
美
術
品
を
輸

入
し

、
.日
本

人

に
し
て
英
国

の
美
術
品

を
輸

入

す
る
が
如

き

こ
ご
は

、
多

く
行
は
れ

ざ

る
に
至

る
可
く
、

よ
し
行

は

る

＼
ε
も

そ

は
唯

だ
藝
術

の
激
養

瞥
獲

の
爲

め
に
行

は

る
＼
に
過

ぎ
ナ

レ
テ
イ
ヅ
サ
ソ
ス

日
常
生
活
の
薦
め
に
行
は
る
玉
こ
ぜ
は
多
く
之
れ
無

き
に
至
る
で
あ
ら
う
。
文
藝
復
興
運
動

の
失
敗
せ
し
は
、
そ

が
國
際
的
に
し
て
美
術

に
於
け

る
地
方
的
要
素
を
排
除
す
る
に
努
め
な
る
が
薦
め
で
な
け
れ
ば
な
ら
蹟
っ

洵
に

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ
ム
は
あ
る
限
定
ざ
れ
起
る
事
業
を
爲
す
可
く
生
れ
出
で
六
る
も
の
で
、
然
か
も
其

の
事

業
の
成
就
さ
を

高

聴
箔

滅
す
薯

も
の
で
あ
・
・
.恰
も
島

む
義

+
八
世
紀
に
於
け
る
霞

芸

欝

ギ

　

政
治
に
反
封
せ
ん
が
矯
め
に
起
b
し
が
如
く
、

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ

ム
時
又
個
人
自
由
主
義

の
律
生
せ
し
め
た
る
弊

害
を
除
去
せ
ん
が
矯
め
に
表
は
れ
出
で
砦

も
の
で
あ
・
・
即

ち

・
・
チ
貢

・
-
涙

の
齢
猷

蟹

の
見
蟹

政

コ
ム

て
　

シ
ア
リ
ズ
ム

策
ε
を
打
破
せ
む
が
爲
め
に
、
瞥
利
主
義
の
非
人
道
を
塵
除
せ
む
が
矯
め
に
、
天
社
會
に
於
け
る
道
徳
性
を
喚
起

し
協
動
相
互
主
義

の
理
想
を
復
活
せ
し
め
ん
が
爲

め
に
生
れ
出
で
な
る
も
の
で
あ
る
コ
此
等

の
黙
に
於
て
は
吾
等

は

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ

み
に
負
ふ
所
多
く
し
て
、
其

の
存
在

の
理
由
は
實
に
藪
に
存

す
る
。
然
れ
ざ
も
詳
か
に
惟

ヘ

プ
ル
ト
ク

ラ
シ
　

ぱ
、
恰
、
亦
自
聖

藻

昔

的
邊

行
せ
ん
が
爲
・
・
謹

む
香

酸

治
を
用
み
た
健

依
り
て
叢

せ
し

饗
、慨
幽
・、
.

,

・

諏
当
.く

コ
レ
ク

ヂ
ヴ

イ
ズ

ム
は
民
衆

に
訴

へ
民

衆

の
力

に
依

り
て
業
を
爲

さ
ん

ε
す
る
黙

に
於
て
失
敗

せ
ざ
る

を
得

な

い
運
命

に
陥

っ
て
居

る
。

コ
ム

マ
　

シ
ア
リ
ズ
じム

右

の
如

く
論
じ
來
っ
て
ペ
ソ
チ
ー
氏
は
、

・
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ

・
が
現
今
大
病
弊
起
る
螢
利
主
義

の
経
済
を
打
破

9)Penty.Restoration.noftheGildSyste叫PP,2_42,
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せ
ん
ε
し
て
却

っ
て
自

ら
國
家
的
瞥
利
主
義
に
略
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
ご
、
、

コ
レ
ク
テ
ヴ
イ
ズ
ム
が
消
費
者
本

位
の
見
解
に
捕
は
れ
な
る
の
誤
れ
る
こ
&
、
、
生
産
上
に
於
け

る
数
量
本
位

の
呪
ふ
可
く
し
て
品
質
本
位

の
奪
む

可
き
に
拘
ら
か

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ
ム
は
依
然
ε
し
て
数
量
本
位
制
な
る
こ
ご
、
、
之
に
關
聯
し
て
大
規
模
生
産

の

有
利
な
ゐ
範
團
ε
機
械
使
用

の
数
果

の
限
度
ご
に
就
ぎ
て
鋭
利
な
る
批
評
を
試

み
、
其

の
批
評
よ
り
し
て
臆
で
現

.

制
度
改
造

の
道
こ
し
て
は
瞥
利

の
短
め
に
せ
争
必
要

の
爲
め
に
す
る
生
産
、
從
て
品
質
本
位
の
生
産

の
行
は
る
可

き
組
織
を
提
唱
し
、
組
合
制
度
の
復
興
に
依
り
て
、
生
産
者
の
頁

16
ご
技
傭
ご
に
訴

へ
て
整
美
菰
る
財
貨
の
供
給
の

行
は
る
可
き
道
を
孜

へ
、
他
方
市
場

の
復
蓄

に
依
り
て
好
く
需
要
ε
供
給
、
生
産

ε
消
費
こ
の
完
全
な
る
連
結
を

成
就
せ
ん
ε
欲
す
る
の
で
あ
る
。
此
等
に
關
す

る
氏

の
議
論
の
眼
目

は
敷
本
位
に
封
ず
6
質
本
位

の
提
唱
に
存
す

る
。
質
本
位
湘
㎜な
る
が
故
に
　即
ち
現
制
度
を
呪
ひ
、
コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ
ム
を
非
難
し
叉
註
ハ
の
失
販

の
理
由
を
其

の
藪

本
位
土
義

に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。
天
底
は
貰
本
位
観
に
擦
っ
て
立
つ
が
故

に
則
ち
技
倆
を
中
心
こ
す
る
生
産
組
織

渋
る
手
工
業
組
合
制
度

の
復
興
を
企
圖
す
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
氏
が
現
制
度
及

び

コ
レ
ク
チ
ヴ
イ
ズ
ム
の
唯
物

的
傾
向
を
排
し
、
文
数
本
位
制
を
反
け
て
質
本
位
制

を
推
奨
す
る
議
論
に
は
洵

に
傾
聴

に
値
す
る
も

の
が
あ
る
。

幽
肚
會
問
題

の
根
本
的
解
決
を
只
管
に
制
度
組
織

の
政
造

に
依
り
て
の
み
行
は
ん
ご
す
る
こ
ε
の
、
到
底
十
分
な
る

殻
果
を
牧
め
難
き
を
信
ず
る
吾
人
は
、
而
し
て
叉
吾
等
の
日
常
生
活
よ
り
漸
次
に
美
の
要
素

の
裾
化
す
る
を
悲

み
、

生
活

の
美
化
ぜ
業
務
ぜ
勢
働

の
藝
術
化
ご
を
主
張
せ
ん
ぜ
欲
す
る
吾
人
は
、

ペ
ソ
チ
ー
氏

の
此
等
の
議
論
に
黝
し

ぺ
y
チ
ー
の
組
合
砒
會
主
義
論

-

第
九
巻
の
{第
一號

=
二
七
)

=
二
七



・ぺ
.ン
チ
ー
の
組
合
計
脚禽
ユ
土
義
諭

て

は

大

い

に

共

鳴

す

、る
'所

な

き

を

得

な

い

の

で

あ

る

。

第

九
巻

、
(第

一
號

　
=
二
八
)

=
二
八

君

四

中
世
手
工
業
組
合
制
度
の
復
興

撫
て
進
み
で
問
題
の
積
極
的
方
面

に
入
り
將
來
.の
肚
會

の
建
設
に
關
す
る
議
論
を
窺
は
ん
に
、
先
づ
十
分
了
解

さ
讐

奇

ら
ざ
る
旨

は
・既
響

如
く
現
鷺

耐
會
の
弊
害
雛

.
雰

行
は
・
≧

薩

存
芋

・
て
籍

シ
ァ
リ
ズ

ム

主
義

の
行

は

る

Σ
に
存

す
ご
せ
ら

る

》
こ
ご
之

で
あ

る
。

さ
れ
ば

ペ

ソ
チ
ー
氏
寺

の
考

に
て
は
瓢肛
會
一改
革

の
主

拠

る
働

は
産
業
方

面

に
於

て
行
は

る
可
く
し

て
↓
圭

と
し

て
政
治
方
面

に
於

て
行
は

る
可

き
為

の
ご
は
せ

ら
れ

な

い
。

ク

ラ
フ
ト
へ
て
ン

プ
ア
イ
ナ

ン
シ
ア
　

瞥
利
主
義
を
打
破

せ
ん
が
翁
め
に
は
、
産
業
の
管
理
権

を
金
儲
業
者

の
手
よ
b
奪

ひ
て
之
を
職

人

の
手
中
に
蹄

せ
し
む
る
を
以
て
第

一
要
務

と
」す

る
。然
か
れ
ぜ
毛
斯
か
る
産
業
的
革
新
を
行

ふ
に
就
け
て
は
、問
題

は
本
來
政
治

的

の
も
の
に
非
室
ご
す

る
も
、
.政
治
的
努
力
に
依
り
て
共
運
動

の
大
込
に
助
勢
せ
ら
る
＼
は
之
を
否
み
難
く
特
に

立
法

の
力

に
待

つ
所

の
大
な
る
や
勿
論
で
あ
る
。
而
し
て
革
新

の
眼
目
は

一
.般
的
に
生
活
に
謝
す
る
今
少
し
く
高

伺
な
る
道
念
の
涵
養
に
存
し
、
鹸
り
多
く
貨
幣
に
期
待
す
る
所
あ
る
可
ら
ざ

～
や
牲
筆
太
書
す
可
き
次
第
な
れ
ど

も
、
然
か
も
立
法
の
力

に
催
し
て
不
勢
所
得
に
劃
す
る
裸
視
よ
り
得

ら
れ
な

ろ
金
銭
が
大
い
に
革
新
運
動
を
助
け

之
を
促
減

す
る
に
力
あ

る
可
き
は
之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。、
唯
だ
併
し
乍
ら
貨
幣
に
多
く
を
期
待
す
る
勿
れ

て
ふ
ご
ε
は
、
重
ね
て

=
　口
を
要
す
る
所
で
あ
っ
て
、
眞

の
革
新
は
吾
等
の
精
神
が
投
機

ご
利
得

ε
よ
り
解
放
せ



ら
れ
、
生
活
に
劃
す
る
眞
卒
な
る
態
度
ご
、
人
生

の
眞
償
値

に
封
ず
る
正
當

な
る
認
識

こ
の
行
は
る
＼
に
依
b

で

甫
め
て
能
一
成
就
さ
る
」
を
得
可
く
、
吾
等
の
心
が
金
銭
に
捕
は
れ
馨

限
り
は
、
吾

等
は
永
久

に
奴
隷
的
境
遇

を
脱
し
得
る
望
が
な
い
。
現
今
人
々
は
蝕
り
に
事
物
の
眞
債
値
を
軽
ん
じ
て
其

の
市
場
償
格

に
抗
況
し
て
居
る
。

此

の
抗
泥
よ
り
脱
し
て
市
場
贋
格
を
輕
ん
じ
県
債
値
を
重
ん
挙
る
の
熱
風
を
作

る
こ
ε
、
ま
た
實

に
肚
會
革
新

の

必
要
條
件
で
あ
る
。
.

.

.

.

仍
て
之
を
国
家
的
利
害
よ
・D
考

～
て
、
即
時
に
貴
行
せ
ら
れ
ざ

る
可
ら
ざ
る
國
家
経
費
の
増
加
は
、
之
を
二
方

面

に
於
て
す
可
き
で
あ
る
。

一
は
農
業

の
繁
榮
の
矯
め
に
す
可
き
も

の
之
で
、
農
業
は
實

に
其

の
市
場
傾
格
に
於

て
よ
b
も
其

の
眞
實
債
値
に
於
て
國
家
的
生
活
に
最
も
緊
要
密
接
取
る
關
係
を
有
す
る
や
、
絮
説
す

る
迄

も

な

コ

す

い
。
他

は
即
ち
今
少
し
く
藝
術

の
保
護

の
爲
め
に
纏
費

の
用
ゐ
ら
る
可
き
こ
ε
之
に
し
て
、
然

か
も
そ
は
手
工
業

技
術
を
恢
復
せ
し
め
む
が
爲

め
に
手
工
業
者
を
保
護

す
る
に
在
る
。
而
し
て
其

の
保
護

の
行

は
れ
、
技
術
が
再
び

生
命
を
帯
び
來
れ
ば
、
吾
等
の
生
活
は
失
は
れ
起
る
美
を
恢
復
し
て
力
あ
る
も
の
ε
な
る
で
あ
ら
う
。
産
業
ご
美

術
ご
は
民
族

の
精
静
的
勃
興

の
爲
め
に
は
最
も
有
力
な
る
二
大
要
素
な
る
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

ギ

ル

ド
ヘ

シ

ス

テ

ム

此

の
手
工
業
復
興

の
業
を
行
は
む
が
爲
め
に
は
、
ペ
ソ
チ
ー
氏
寺
は
中
世
の
手
工
業
組
合
制
度
を
再
興
す

る
は

最
も
策

の
得
な
る
も

の
ご
ホ

る
の
で
あ

っ
て
、
組
合
肚
會
主
義
の
然
る
所
以
は
此
所
に
存
す
る
。

中
世

の
手
工
業
組
合
は
、
砒
會
酌
み
る
宗
敏
的
な
る
歌
治
的
な
る
且
又
産
業
的
な
.る
組
織
&
し
て
、實
に
人
生
生

.
ペ
ン
チ
ー
の
組
合

肚
會
主
義
論

第
九
巻

(第

「
號
.
一
、三
九

)

一
三
九

10)ibid、PP .57-6s



〆
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ベ
ン
チ
ー
の
組
合
肚
會
主
義
論

策
九
巻

(第
一號
」
四
〇
〕

一
四
〇

活

の
統

一
を
表
現
せ
る
も
の
で
あ
る
卿
藪
に
は
暫
く
其

の
宗
敷
駒
井

ぴ
に
肚
會
的
方
面
を
措

き
て
、
政
治
的
井
ぴ

、
に
産
業
的
組
織

巳
し
て
之
を
致

ふ
る
に
、
組
合
肚
會
主
義
者
等
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、將
來
に
於
け
る
肚
會
生

活

の
調
和
の
爲
め
に
は
、
将
来

の
肚
會
は
必
争
や
組
、合
制
度
ε
同
」
主
義

の
上
に
.立

つ
同
様

の
組
織
を
必
要
こ
す

8
せ
ら
る
㌧
。訊
に
中
世
手
工
業
の
組
合
制
度
の
任
務
ε
す
る
所
如
何
8
見

る
に
、
そ
の
最
も
重
要
な
る
も

の
鳳
ニ

ミ
ユ
し

モ
ユ
ア
ル
キ
エ
イ
ド

つ
で
あ
っ
π
。

一
は

相

互

共

助
で
あ

っ
て
、
他
は
生
産
上
に
於
け

る
標
準

の
保
持

ε
い
ふ
こ
ご
之
で
あ
る
。
相

互
共
助

の
黙
に
關
し
て
は
中
世
組
合
は
濁
立
な
る
親
方
連
の
共
同
團
禮
な
.る
の
面
目
よ
り
し
て
、
組
合
は
其
組
合

プ

ァ
　

ヘロ
　

員
各
人
に
臠
し
て
は
十
分
な
る
保
護
を
爲
す
に
怠
ら
す
、
其

の
籍
せ
る
所
は
現
時
.の
貧
民
法
の
寫
す
所

に
も
優
り
、

然

か
も
之
を
駕
す
精
神
を
異
に
し
た
。
次
に
生
産
上
に
於
け

る
標
準

の
保
持
に
關
し
て
は
、
組
合
は
各
組
合
員
に

特
灌
を
與

へ
、
以
て

一
方

に
は
不
正
競
争
を
防
止
せ
し
む
る
ε
同
時
に
.、
他
方

に
は
仕
事
に
飴
暇
を
與
ふ
る
に
心

掛
け
だ
。
.蓋
し
製
作
が
翫
に
商
的
掛
引

の
矯
め
に
塵
迫
せ
ら
粥
、
叉
仕
事
の
上
に
於
て
種

々
の
不
正
焼
筆
を
受
く

る
に
於
て
は
、
到
底
立
派
な
製
作

の
行
は
れ
難
き
に
加

へ
て
、
眞

に
美
事

な
る
製
作

の
行
は
れ
、
品
質

の
優
良
を

期
し
・
其
の
標
準
の
向
上
を
計
ら
む
が
爲
詮

は
、
仕
事
は
+
分
な
る
駿

を
以
て
行
は
れ
ざ
る
可
泉

、
唯

だ

利
得

の
爲

め
に
多
量
の
生
産

を
駕
す
が
如

き
を
以
て
し
て
は
、
到
底
優
頁
な
る
製
作
は
行
は
れ
難
き
を
以
て
ゴ
あ

伽
爾
叉
右

の
目
的

の
爲
め
に
中
世
の
組
合
制
度

の
下
に
在

り
て
は
「
勢
働
は
統

一
せ
ら
れ
其
時
聞
は
制
限
せ
ら
れ

11)OldWorldsforNew,P.47-49
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/

使
用
人
の
敷
も
限
定
せ
ら
れ
れ
る
の
み
な
ら
す
、
共

の
作
品
も
制
限
を
受
け
其
原
料
に
關
し
て
も
規
約
あ
り
、
出

來
上
り
起
る
品
は
所
定
の
検
査
を
脛
ざ
る
可
ら
.歩
、
親
方
な
る
者
は

一
定

の
特
権
を
賦
與
せ
ら
れ
な

る
代
り
に
は

彼
等
が
職
業
に
封
ず
る
責
任
も
重
大
に
し
て
、
共

の
製
作
に
甥
す
る
異
心

の
鋭
敏
な
り
し
こ
ご
は
實

に
感
歎
に
堪

え
な
る
も

の
が
あ

っ
だ
。

更
に
は
.叉
中
世
の
粗
食
制
度
は
同
時
に

一
の
敏
育
機
關
起
り
し
こ
.ε
見
遁
す
可
ら
ざ
る
所
で
あ
っ
て
一
諸
種
職

業
の
組
合
は
謂
は
芝

れ
暮

方
麗

馨

る
軍
科
大
學
で
、
組
合
組
織
の
下
に
在
る

一
都
市
は
即
ち
其
の
綜
合

.

大
學
た

る
に
似

な

る
も

の
あ
り

と
す

る
、

レ
ザ

ビ
ー
激

授

の
言
は

至
言

ご
謂
は
ざ

る
可

ら
す

。
現
時
も
術
共
沸

は

多
少
保
存
せ
ら
れ
た
る
次
箆

て
・
大
學
節

ち
之
撫

黎

.織
食

・
界

な
茅

覚

・
こ
墓

崇

毛

あ
ら
㌔
・

然
ら
ば
進
み
で
右
の
如
き
性
質
任
務
を
有
す
る
牛̂
世

の
手
工
業
組
合
制
度
は
如
何
に
.↓
て
復
興
さ
れ
得
可
き
か

ど
致
ふ
る
に
、
其

の
手
段
方
法
に
閲
す
る
議
論
を
籍
す
に
當
り
て
「
先
づ
了
解
さ
れ
ざ
る
可
ら
ぎ
る
こ
ご
は
、
中

世
組
合
制
度
縫

會
が
現
今
爲
し
つ
・
あ
る
進
化
の
道
程
に
沿
ぴ
て
は
到
底
復
興
さ
る
・
を
得
可
か
享

、
肚
會

巡
化
の
正
軌
募

へ
ら
る
・
も
の
濁

し
て
寧
ろ
逆
行
す
る
或
種
の
勢
力
の
震

に
依
り
て
甫
め
垂

企

興
さ

れ
得
可
き
も
の
慧

こ
芝

で
あ
る
。
此
等
の
勢
力
の
中
華

羅

合
制
度
の
復
興
を
磨

る
も
の
・
し

て
學

ぐ
可
き
は
聾

、.経
.叡

覧

醜
,
で
あ
・
・
職
工
馨

は
現
存
の
も
の
ε
讐

己
に
多
年

世
子
工
業
組
合
の
打
つ

叱
ン
チ
ー
の
組
合
殖
會
主
義
論

第
九
巻

〔第

一
號

一
四

一
)

一
四

一
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ペ
ン
チ
T
の
組
合
融
會
主
義
論

第
九
巻

〔第
.一
號
.
「
四
二
)

[四
二

た
所
を
行
ひ
つ
＼
あ
る
.。郁
ち
例

へ
ば
勢
賃
及
び
勢
働
時
間

の
制
限
の
如
き
凸病
者
及
び
不
運
に
會
せ
る
者

に
野
す

み
救
助
の
如
き
之
で
あ

る
。
而
し
て
叉
職
工
組
合
は
中
世
組
合

の
如
く
初

め
極
め
て
弱
少
な
6
も

の
よ
り
獲
達
し
、

終
に
全
職
業
を
支
配
し
得

る
迄

に
進

め
る
も
の
で
あ
る
。
職
工
組
合
は
叉
中
世
組
合

ご
同
じ
く
政
治
的
結
肚
に
あ

ら
令
し
て
、
肚
會

の
弱
者
を
強
大
な
る
者

の
墜
迫
に
撤
し
て
保
護
せ
む
が
爲
め
に
自
然
的
に
獲
生
せ
る
任
意
的
團

　

結
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
現
時

の
職
工
組
合
は
中
世
組
合
ご
は
次
.の
三
熱
に
於
て
相
異
っ
て
居
る
。

「
職
工
組
合
ば

く

ラ

ラ

其
製
品
に
封
し
て
責
任
を
負
は
ざ
巻
こ
ε
、
二
親
方
は
組
合
員
ご
な
る
を
得
ざ
る
こ
ε
、
三
共
職
業
に
關
し
て
凋

占
椹
を
有
せ
ざ
る
こ
ε
之
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
の
相
違
黙
は
何
れ
も
重
要
な
る
相
違
黙
で
あ

っ
て
、
喩
越
す
可

か
ら
ざ
る
匠
別
を
爲
し
て
居

る
。
げ
に
や
現
時
の
如
く
産
業

が
全
く
金
儲
業
者
ご
捉
機
者
ご
の
手
中

に
在

る
問

ギ
ル
ド

は
、
職
工
組
合
を
化
し
て
中
世
式

の
組
合
投
ら
し
む
る
二
ご
は
不
可
能

で
あ
る
.
現
状
の
続
く
限
り
は
雇
主
ε
勢

働
者

と
が
同

}
組
合
に
加
入
す
る
こ
ε
は
不
可
能

で
あ

る
。

さ
れ
ば
問
題
は
現
時

の
産
業
は
依
然
こ
し
て
金
儲
業
者
に
依
り
て
支
配
せ
ら
る
可
き
か
、
將
叉
將
來
犀
於
て
は

親
方
た

る
技
術
者

が
代
り
て
其
地
位
を
占

む
る
を
得

る
に
至
る
可
き
理
由
あ
り
ゃ
否
や
ε
.い
ふ
こ
ε
に
存

す
る
。

然
る
に
親
方
穴

る
者
が
金
儲
業
者
に
取
っ
て
代
る
可
き
理
由
は
十
分
に
供

は
つ
て
居

る
の
で
あ

る
。
由
来
投
機
は

自
己
滅
亡
を
齎

す
も
の
で
あ

る
。
現
今
投
機
は
甚
し
く
勢
働
者

を
衰
亡
せ
し
め
つ

、
あ
る
が
、
比
熱
に
於

て
そ
が

成
功
す
れ
ば
す
る
ほ
こ
、
同
じ
程
度
に
於
て
商
品

に
封
ず
る
現
實

の
需
要
を
減
退
せ
し
め
、結
局
は
其

の
利
益
配
當

●

,



、

引

ウ
ル
　
ク

シ
ヨ
ツ
プ

フ
ア
ク

ト
ラ
　

の
泉

源
を
枯
渇

せ
し
め

つ

玉
あ

る
。
同
時

に
叉
現
今

に
在

り
て
は
大
工
場

を
ば

小

規
模

の

仕

事
場

に

依
り
て
敢

て

代

ら
し
あ

つ

＼
あ

る
二
大
勢
力

の
働

け

る
を
認

め
菰
け

れ
ば

な
ら

諏
。
其

一
は
低
廉

な
る
代
債

を
以

て
す

る
電
力

の
分
配

ざ
.
其
利

用

の
盛

に
行

は
る

薗
に
至
れ

る
こ
と

之
で
あ

っ
て
、
他

は

一
般

に
於

け
る
趣

味
ご
手

工
業
技

術

ε
が
、
.漸

く
に
向
上

せ
ん

ご
し

つ
、
あ

る
こ

ど
之

で
あ

る
。

一
.
.

ヘ

コ

恰
も
産
業
革
命

の
時
期
に
當
り
て
、
蒸
汽
力
の
利
用
が
終
に
産
業

の
集
中
を
行
は
し
め
、
大
工
場

の
巖
蓬
を
促

せ
し
が
如
く
、
電
気
力
の
利
用

に
依
り
て
動
力

の
分
配
が
自
由
に
行
は
る
＼
に
至
れ
ば
、
將
來

に
於

て
は
、
小
規

模
慧

,
出
.薯

城

の
存
立
が
可
能
毒

つ
泰

・
筈
で
あ
奮

∬
麟

鋤

緯
.の
撃

暴

発

の
利
用
に
先
立

.

ち
て
行
は
れ
起
る
は
事
蟹
な
れ
ご
も
、之
は
手
工
業
技
術
の
衰
頽
に
依
り
て
先
立
れ
れ
、此
事
は
必
・党
生
産
上
に
於

ユ

　
フ
カ

ド
ミ
チ
　

ベ
ラ
チ

ユ
　

て

、統

一

を

以

て
憂

化
を
征

服
せ
し
が
爲

あ
に
表

は
れ
乗

り
た

る
現
象

な

る
に
外

な
ら

頗
。

さ
れ
ば
今
恰

も
之

と
同
様

に

一
般

に
於
け

る
趣
味

ε
手

工
業
技
術

こ
の
向

上

の
行

は
る

、
に
塗
れ
ば
、

そ
れ

に
連

れ

て
工
場
組
織

は

漸
次
衰
亡

に
向

ふ
可
き

こ
と
推

察

に
難

か
ら
ざ

る
所

で
あ

る
。
好
き
手

工
業
技
術

は
仕
事

の
品
質

に
就

き
て
大

い

な

る
注
意

を
携

ひ
、
仕
事

杖
十

冴
取

る
暇

を
以

て
之
を

駕
す
を
要
求

し
、
從

て
.叉
職
人

は
其
仕

事

に
謝

し
て̀
十

分

菰

る
代

償
を
得

む
ご
ε
を
要

求
し
、
.同
塒

に
又
雇
傭

の
安

全

に
劃

す
る
保
障

を
得

む
ご
ε
を
要

求

す
る
。
然

る
に

此

等

の
事
は

現
時

の
瞥

利
主
義

や
工
場
組
織

ζ
は
互

に
相

容
れ

ざ

る
も

の
な
れ

ば
、

一
方

が
通

れ

ば
他
方

は
亡

び

ざ
る
可
ら
ざ

る
運
命

に
在

る
次
第

で
あ

る
ゆ

ぺ
潔
チ
ー
の
組
合
肚
會
主
義
論

策
九
巻

〔第

一
號

】
四
三
)

一四
三

「



ベ
ン
チ
ー
の
組
合
砒
會
主
義
論

・

第
九
巻

(第
一
號

「
四
四
V

一四
四

、

次
に
中
世
組
合
制
度
の

復
興
を
齎
す
可
き

道
程
を
調

へ
つ
＼
あ

る
第
二
の
勢
力

と
し
は

〉
「ヨ

睾
匹

6
萄
雰

冒
o
く
o
ヨ
窪
民
を
}挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

此

の
運
動
は
.凡
よ
一二
十
年
以
前
に

≦
已
す
ヨ

ヨ
o
「誌
ω
に
依
り
て
起
さ

れ
、
手
工
業
の
復
活
を
企
圖
し
投
も

の
で
あ
る
。
.即
ち
美
術
特
に
工
藝

の
基
礎
は
手
工
に
在

る
を
信
じ
然
か
も
視

聴

の
賞
状
に
於
て
は
美
術
家
ご
ず
工
業
者

ご
が
全
然
分
離
せ
る
を
見

て
、
此
運
動
は
両
者

の
再
結
合
を
促

さ
ん
ご

す
る
も

の
で
あ
る
。
而
し
て
此
運
動
は
現
時
に
於
け
る
飴
り
に
機
械
的
な
る
生
活
に
反
抗

し
、
美
に
封
ず
る
其

の
不

感
性
に
反
抗
す
る
も
の
で
あ
る
。
從

て
醜
悪
な
る
財
貨
を
多
量

に
生
産
す
る
を
意
味
ナ
る
所
謂
産
業
的
進
歩

に
反

射
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
授
此
運
動
は
人
を
化
し
て
機
械
授
ら
し
め
、
美
術
に
於
て
得
手
勝
手

の
分
類
を
寫
し
、

叉
直
接
な
る
市
場
贋
格
を
産
出

掌
る
こ
ご
換
盲
ず
れ
ば
利
得

の
大
小
を
以
て
美
術
的
功
績
の
主
穴
る
標
準

ε
爲

す
が
如
き
時
勢
に
反
抗
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
運
動
は
各
人
を
し
て
日
常
普
通
の
事
物
に
於
け
る
美

の
共

同
所
有
を
得
せ
し
め
、
現
時

一
方

に
於
て
は
奢
侈
的
過
多
の
爲
勧
に
、
他
方

に
在
り
て
は
普
通
の
必
要
品
を
す
も

得

る
能
は
事
飴
b
に
生
活
手
段

に
就

い
て
憂
慮
す
る
こ
ご
に
依
b
て
、
抑
滅

せ
ら
れ
つ
」
あ
る
美

に
封
ず
る
戚
畳

を
ぱ
、
今

一
度
喚
起
せ
ん
ε
す
る
も

の
で
あ
る
、斯
↑
て
人
々
を
し
て
日
常

の
事
物
が
美
し
く
せ
ら
る
》
こ
ε
に
依

b
て
極
め
て
純
潔

な
る
然
か
も
甚
だ
普
通
な
る
歓
喜
を
得
せ
し
め
、
つ
ま
り
美
術
を
通
じ
て
相
結

べ
る
生
活

ε
、

同
情
に
富
め
る
共
同
的
生
存
に
封
ず
る
大
い
な
る
肚
會
化
の
力
を
作
レ
出
さ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
。

然
し
此
運
動
は
從
來
鯨
り
著
明
な
る
頚
蓮
を
遂
げ
得
な
か
っ
た
。
其

の
成
功
し
得
ざ
り
し
に
は
理
由
が
あ
る
。

、



」
F

、

亀

惟
ふ
に
此
程

の
運
動
は
其

の
美
術
哲
畢

ご
相
叶
ふ
可
き
肚
會
學
的
理
論
を
具
有
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
到
底
大
い
な

る
實
勢
力
と
な
り
得

る
も

の
で
は
な
い
。
然
ら
ぎ
る
限
り
は
そ
は

一
般
民
衆

ご
出
脅
す
可
き
共
.通

の
地
盤
を
有
す

輻

.

る
能
は
す
、
砒
會

の
援
助
を
得

る
こ
ε
が
出
家
ぬ
。
然

か
も
其
援
助

な
、き
限
b
は
、肚
會
改
造

の

一
勢
力

ε
し
て
の

其
贋
直

は
頗

る
乏
し
き
も

の
ε
な
ら
ざ

る
を
得

な
い
。
げ
に
や
現
時
に
在

り
て
.は
美
術
は
漸
次
増
大
し
て
休
む
ご

ピ
な
き
智
利
主
義

の
歴
力

の
爲
め
に
肚
會
外
に
放
逐
せ
ら

る
、
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
進

み
で
肚
會
改
造

の
任

に
、當
る

可
一
奮
起
す
る
か
、
二
者
共

一
を
選
ぱ
さ
る
可
ら
ざ
る
+
字
街
欧
に
立
っ
て
居
る
。
而
し
て
美
術
が
能
一
存
観
し

ド

得

む
が
矯

め
に
は
、
後
者

を
選
ぶ

の
外

な
し

ε
し

て
、
扱

て
能

く
之
を
寫

し
得

む
が
爲

め
に
は

、
そ
は
必
中
や
他

の

肚
會
改

革
運
動

と
相
提
携

し
て
進

む
の
外

は
な

い
の

で
あ

る
。
然

る
に

〉
膏

雪
亀
O
部
芽

.竃
0
8
日
o昇

は
此
難

に
於
て
繁

る
所
が
あ
っ
尾

之
巽

叢

芸

主
な
る
習

で
あ
る
㎝

此

の
運
動
は
不
幸
に
し
て
失
敗
に
終

っ
た
け
れ
ざ
も
、
軋併
し
詳
か
に
現
下

の
状
勢
を
察
す
れ
ば
、
さ
し
も
優
勢

な
り
し
唯
物
的
思
想
も
今
や
何
ご
な
く
其
勢
力
を
失
墜
し
て
、
唯
神
的
思
想

の
復
活

し
、
倫
理
親
ご
或
種

の
宗
撤

の
必
要
が
廣
く
認
め
ら
れ
む
ご
.し

つ
、
あ
る
。
さ
れ
ば
今
や

一
般
的
に
人
心

の
革
新
を
行
は
ん
ご
す
る
の
運
動
は

糺肌
會

の
必
要
に
恋
ず
る
も

の
ご
謂
ふ
を
得
可
く
、
現
今
精
神
的
改
邉

の
必
要
に
於
て
は
學
者
も
藝
術
家
も
哲
學
者

も
宗
敏
家
も
、利
害
を
均
し
く
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
所

で
あ
る
。
而
し
て
現
時

に
於
け

る
科
學

の
大
進
歩
は
右
の
如
き
、

傾
向
を
益
々
促
進
す
る
次
第
で
あ
っ
て
、
然

か
も
亦
現
今
藝
術
士
に
於
け
る
正
當
な
る
標
準
が
漸
く
に
樹
立
せ
ら

ぺ
享

あ

暮

春

毒

論
.

第
九
巻

〔肇

號

一
四
善

西

五

to)ibid,PP・73-8斗;OldWorldsforN.ew,P. 冨04一
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一號

一
四
六
∀

一
四
六

れ
ん

と
し
、
其
本
性

に
,嗣
ず

る
哲
學
的
見
解

ε
相

一
致

せ

る
も

の

」
樹

立

せ
ら

る
可
き

こ
ε

の
有

望

ε
な
り
来
れ

ハ
シ
だ
ク

ラ
フ
ト

る
は
、
大

い
に
人
意
を
張
う
す

る
に
足
る
所
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ゆ
洵
に
現
時

に
至
り
て
は
美
術

の
根
源
は
手
工
業

、

に
存
す
る
こ
ξ
漸
く
に
再
び
理
解
せ
ら
れ
む
&
す
る
の
傾
向
を
呈
し
來

つ
π
。

事
情
斯
く
の
如
く
な
る
が
故

に
、
今
や
美
術
に
於
て
醗
酵
し
つ
》
あ

る
新
し
き
思
想
は
、
漸
次
に
其
道
を
八
間

活
動

の
他

の
諸
方
面
に
向

っ
て
も
開
き
来

る
可
き
を
豫
恕
す
る
こ
&
が
出
來

る
。
斯
く
て
現
今
新
し
き
精
神
の
獲

育
す
る
に
適

す
る
土
壌

の
漸
く
に
調

へ
ら
れ

つ

、
.あ
る
を
知

る
こ
忌
が
出
來

る
の
で
あ

っ
て
、
美
術
に
閲
す
る
新

.

し
き
理
想
は

一
般
精
神
生
活
を
振
興
せ
し
め
ん
と
し

つ
、
あ
る
。
固
よ
り
美
に
劃
す
る
憧
憬
が
濁
り
能
く
崇
激
を

幣
成
し
得
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ご
も
、
只
管
に
富
ε
醜
俗
ε
を
邉
ふ
て
走
る
よ
り
も
、
人
生
あ
ら
ゆ
る
方
面

に
於

て
美
を
求

め
之
に
憬

れ
て
進
み
行
く
は
、
吾
等

の
生
活
を
じ

て

=
暦
精
神
的
な
ら
し
む
る
に
足
る
可
き
や
疑
を
挿

む
鹸
地
が
な
い
。
精
神
的
生
活

の
諸
理
想
は
由
來
美

の
観
念
嬉
繋
聯
し
れ
。
而
し
て
精
神
的
正
理
は
美
し
き
形
式

の
仲
介
な
く
し
て
は
表
明
し
得
可
き
に
あ
ら
ざ
る
が
如
く
、
形
式

の
美
も
亦
結
局
は
精
神
的
正
理
よ
り
分
離
し
得

ら
る
可
き
も

の
で
な
い
の
で
あ
る
。

洵
や
近
世
に
於
け
る
急
速
な
る
機
械
的
獲
展
は
世
上

の
悲
滲
を
減
少
せ
し
む
る
こ
ε
な
く
し
て
、
却

っ
て
之
を

　

増
加
せ
し
め
π
。
金
儲
は
多
数
套

し
て
纂

な
ら
し
む
る
こ
妥

ε

て
却
っ
て
大
多
警

を
レ
て
春

菊
の

貧
窮
状
態

に
陥
落
せ
し
あ
淀
。
自
由
貿
易
猷
世
界
的
市
場

8
は
国
際
間

に
和
卒

ご
好
感
と
を
齎
す
ご
ε
な
く
し
て
、

「



「

却

っ
て
世
を
擧
げ
て
大
踊
争

の
修
羅
場
た
ら
し
め
な
。
斯
く
て
今
や
世
人
の
大
多
数
は
、
現
時

の
文
明
が
喜
を
添

ゆ
る
よ
り
も
悲
を
加
ふ
る
こ
ε
の
却

っ
て
大
な
る
を
見

て
、
五
十
年
前

カ
ー
ラ
イ
ル
や
ラ
ス
キ
ン
の
之
を
試
み
し

が
如
く
、
.悲
痛

の
聲
を
絞
り
て
内
文
明
の
抑
も
那
邊
に
向

っ
て
進
ま
ん

ご
ず
る
か
を
問
は
ん
「こ
し
つ
Y
あ
る
。
現

状
の
悲
滲
は
過
去
の
幸
幅
を
偲
ば
し
む
。
斯
く
て
中
世
組
合
組
織

の
復
活
を
促
す
可
き
或
勢
力
が
現
今

の
生
活

の

眞
唯
中
に
醗
酵
し
つ
・
あ
る
は
決

し
て
怪
む
に
足
ら
ざ
る
所
で
あ
る
。
然
か
も
惟

へ
、
過
去
を
憧
憬
す
る
は
軈
て
之

れ
未
來
に
生
き
む
が
.爲
め
な
る
を
。
而
し
て
過
去

の
幸
幅
を
復
活
せ
し
め
ん
こ
す
る
努
力
が
常
に
大

い
な
る
進
歩

恥

の
動
機
を
駕
す
ご
ε
は
、
之
を
文
藝
復
興
の
大
蓮
動
に
徴
し
見

る
も
明
か
な
る
所
で
あ

る
。

総
て
右
等
の
如
き
は
ペ
ン
テ
ー
氏
が
、
人
心

の
改
造

に
依
り
徳
性

と
審
美
性

の
涵
養
を
以
て
現
代
人

の
生
活

の

方
向
を
韓
換
せ
し
の
、
美
術
ざ
職
業
ε
の

一
致
せ
る
状
態
を
恢
復
し
、
之
に
依
り
て
生
産
上
其
他

「
般
に
産
業
上

に
於
け

る
現
時
の
扞
格
齟
齬
を
除
き
、
以
で
將
來

の
圓
満
に
し
て
整
美
な
る
状
態
を
造

り
出
さ
ん
ご
す
る
理
想
ε

實
行
方
策
ご
に
糊
す
る
議
論
で
あ

る
。
而
し
て
氏
が
其
爲
め
に
中
世
組
合
制
度

の
復
興
の
必
要
を
提
唱
す
る
は
、

其

の
主
張
が
組
合
肚
會
主
義
と
し
て
彼

の
國
家
的
組
合
肚
會
主
義

の
主
張

と
共

に
、
肚
會
主
義
思
想
の

一
分
派
を
.

爲
す
ε
せ
ら
る

・
理
由
で
あ
っ
て
、
個
人
の
自
由
ご
濁
立

ε
の
基
礎

の
上
に
組
合
組
織
を
復
活
せ
し
め
、
新
肚
會
組

織

ご
し
て
奮
肚
會
制
度
を
再
び
興
し
用
ゐ
ん
こ
す
る
所

に
、
其

の
肚
會
改
造

に
閲
す
る
實
行
方
策
は
宿

る
の
で
あ

る
。
此
程

の
主
張
に
封
し
て
は
固
よ
り
多
く
の
疑
議

や
非
難

の
起

り
乗
る
を
避
け
難

い
次
第
で
あ

る
が
、
其
の
圭

ペ
ン
チ
ー
の
組
合
融
雪
主
義
論

第
九
巻

(第
↓號

一
四
七
)

一四
七

14)RestorationoftheGildSystem,pp.x4-92



ぺ
.ン
チ
ー
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組
合
肚
會
主
義
論

第
九
巻
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一
號

}
四
八
}

一四
八

張

の
根
松
に
於

て
問
題
の
眞
髄
に
爛
れ
な
る
も
の
あ
り
、
特
に
人
心

の
.改
造
を
以
て
主
眼
ど
駕
し
、
事
物

の
調
和

整
美
を
尊
び
、
之
を
以
て
生
活
ご
脛
濟

ご
を
貰
か
ん
ご
し

、
そ
れ
を
齎

町
に
適
す
る
制
度
ご
組
織
ε
を
造
ら
む
ε

す
る
論
旨
に
劃
し
て
は
、
吾
人
は
十
分
な
る
奪
嵌
を
撹
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

然
れ

こ
も
氏
は
上
に
論

じ
來
れ
る
が
如
き
は
旋
y
之
れ
現
時

の
肚
會
を
救
済
ず
可
き
大
原
則
た
る
に
過
ぎ
肇
し

て
、
實
地
に
之
を
現
出
す
可
き
貴
行
方
法
に
就
き
て
は
、
更
に
藪
に
之
を

一
揖

し
て
差
當
り
爲
さ
る
可

き
事
業

の

項
目
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ε
し
て
居

る
。
然
ら
ざ
れ
ば
議
論
は
た

貰
議
論
な
る
に
止
り
其

の
實
行
力
の
伴

ひ

し

生
じ
難
し
ε
し
て
居

る
。
蓋
し
現
.代
人
心

の
改
造

こ
い
ふ
が
如
き
は
始

り
に

一
般
化

さ
れ
な

る
命
題
な
れ
ば
、
.そ

は
實
行
に
…劃
す
る
指
導
的
命
題
ご
し
て
は
聯
か
空
漠

に
失

す
る
を
免
れ
難
い
か
ら
で
あ
る
。
仍
て
氏
は
差
當
り
爲

さ
る
可
き
事
業

の
項
目

と
し
て
、

)(五)(四)(三)(二)(一

尉
會
問
題
に
封
ず
る
正
賞
な
る
致
慮
を
奨
樋
す
る
こ
ε
、」

過
去
憧
憬

の
気
風
を
復
興
す
る
こ
ε
、

趣
味

の
涵
養

道
徳
的
要
素
を
敏
養
す
る
こ
と
、
特
に
商
業
に
閲
す
道
」偲
の
涵
養
ハを
寫
す
ご
ε
、

個
人
及
び
国
家
の
救
済
手
段

こ
し
て
犠
牲
的
精
神

の
必
要
を
主
張
す
る
こ
と
、

を
擧
げ
て
居

る
。
而
し
て
以
爲
ら
く
、
右
第

一
の
事
項
の
必
要
歓
ぐ
可
ら
ざ
る
は
絮
説
を
侯
た
タ
。
第

二
の
過
去

15)ibid,p.g6.

ず



崇
敬
ε
い
ふ
こ
&
は
、
渦
去
の
生
活
に
於
て
且
薔

に
善
美

に
し
て
便
値
あ
り
し
も
の
を
尊
敬
す
る
は
、
膏
に
合
理

的
な
る
文
化

の
　基
礎
を
浩
～り
得
る
研
一以
六
.る
の
み
な
ら
す
、
視
聴

の
生
活
に
於
け
る
不
合
理
ε
不
権
衡
ε
を
解
得

し
、
文
化

の
進
歩
ε
退
歩

ご
を
識
別
す
る
、を
得
せ
し
む
る
に
効
あ
る
か
ら
で
.あ
る
9
第
一二
に
掲
げ
た
る
趣
味

の
涵

養
は
、
曹
に
入
汐
を
し
て
如
何
に
せ
ば
合
理
的
に
生
活
す

る
を
得
可
き
か
を
知
ら
し
む
る
に
足

る
の
み
な
ら
ず
、

ユ
ム

マ
　

ワ
ア
リ
ズ
ム

そ
は
智
利
主
義
を
撲
滅
す
る
に
は
最
も
必
要
な
る
事
項
た
り
。
蓋
し
現
時

の
智
利
主
義
は
現
代
人

の
趣
味

の

一
般

的

堕
落
に
其

の
根
抵
を
打
込
み
だ
る
も

の
な
れ
ば
也
。
次

に
道
徳

の
涵
養

の
必
要
は
現
時

の
如
く
経
済
取
引
よ
り

オ
チ
ス
チ
コ

正
直

て
ふ
こ
こ
の
亡
滅
せ
ん
ヒ
し

つ
》
あ
る
時
代
に
當
り
て
は
特
に
高
唱
せ
ら
る
可
き
必
要
が
あ

る
。
而
し
て
最

後
に
個
人
的
犠
牲

の
精
帥

の
必
要
を
主
張
す
る
は
従
来
兎
角
肚
會
改
頁
論
者
が
之
を
忘
れ
.た
る
際
、
特

に
意
義
あ

、
る
こ
ご

、
せ
な
け
ば
な
ら
ぬ
。
出
家
犠
牲
は
生
存

の
法
則
で
あ
る
コ
人
な
る
利
益

の
爲
め
に
小
な
る
利
益
を
犠
牲

に
し
、
個
人
に
し
て
肚
會

一
般
の
利
益

の
短
め
に
自
己

の
小
利
盆
を
犠
牲
に
下
る
の
豊
悟
な
き
限
り
は
、
相
互
共

助

の
大
主
義

は
所
詮
確
立

さ
れ
得
可
き
に
罪
す
。
共
同
生
活
の
圓
満
ご

一
般
的
幅
利

の
増
進

ご
を
基
礎
ビ
す
る
新

　肛
會

は
配
光

の
犠
牲
に
劃
す
る

一
般

の
畳
悟
な
く
し
て
は
到
底
建
設
さ
れ
得
可
き
も
の
で
な
い
む
。
r

.

然
か
も
怠

る
可
ら
ざ
る
こ
ご
は
、
此
等

の
事
業

鳳
、
肚
曾

一
般
の
同
情
ご
努
力
ε
を
俟

っ
て
甫
め
て
効
果
あ
り

得
可
き
も

の
な
る
こ
巴
之
で
あ
る
。
民
衆

一
般

の
組
織
的
助
力
な
く
し
て
は
、
少
数

の
智
識
階
級

の
人
々
が
如
何

に
熱
中
す
る
こ
も
、
奔
走
す
る
と
も
、
肚
會
改
革

の
事
業
は
終

に
能
く
共
助
を
奏
し
得
可
き
も
の
で
は
な
い
。
鳴

ペ
ン
チ
!
の
組
合
肚
會
主
義
論
.

第
九
巻

(第
一
號

一
四
九
)

一
四
九
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㌔

一

国

・

ベ
ン
チ
ー
の
組
合
枇
會
主
義
論

策
九
巻

(第
一號

一
五
〇
)
.
[
五
〇

呼
惟

へ
は
、
吾
等
は
何
時
ま
で
か
現
塒

の
如
く
殺
風
景
噸
る
生
活
を
㎜待
績
せ
ん
ε
す

る
者
ぞ
。
詩
ε
宗
激
ε
理
想

ご
藝
術
ご
に
封
し
て
は
、
頗

る
冷
淡

に
、
而
か
も
俗
悪
な
る
成
功
を
崇
拝
し
、
韓
む
可
き
能
力
を
狂
暴
な
る
投
機

的
事
業
に
錆
蓋
し
、
惜
む
可
き
飴
暇
は
之
を
無
童

讃
の
奢
侈

ご
浪
費

ご
興
奮
ε
に
費
し

つ
、
、,
何
時
迄

か
螢
利
主

義
の
捕
虜
ε
爲
っ
て
生
存

せ
む
ε
す
る
者
ぞ
。
人
ε
国
家

ご
に
取
り
て
貴
重
な
る
は
物
質
的
な
る
富

の
獲
得
よ
り

も
精
神
生
活

の
幸
幅
に
在

る
。
之
れ
肚
會
問
題

わ
吾
等
に
敏
ゆ
る
所
で
あ
る
。
此

の
眞
意
義
を
解
せ
ざ
る
限
り
、

肚
會
問
題
は
解
決
せ
ら
る

、
の
特

な
く
、
五
口等
は
現
代
生
活

の
暗
謄
た
る
迷
雲
を
脱
出
し
得

る
の
期
な
か
る
可
き

の
也
。

ペ
ソ
チ
ー
氏
何
ぞ
欺
か
ん
や
か
吾
等
は
肚
會

一
般
に
心
を
合
せ
て
精
進
邁
往
し
、
何
は
扱
て
措

き
精
神
生
活

の
政
浩
「を
成
就
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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